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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

2025-04-30

部局 (Department)
先端生命科学研究所

氏氏名名 (Name): 前田　太郎
所所属属機機関関 (Institute)
慶應大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
特任助教

E-Mail

超階層生物学共同利用研究 / Collaborative research projects for Trans-Scale Biology

24NIBB102

ＤＮＡ以上の階層を介した形質の水平伝搬現象「盗機能」の分子機構解明

重信　秀治

別所ー上原 学: 東北大学　新領域創成研究部　助教
別所ー上原 奏子: 東北大学　大学院生命科学研究科 助教
土'田 努: 富山大学　学術研究部 理学系　准教授

本研究では、他生物が産生した物質を機能を維持したまま利用する「盗機能現象」に着目し、進化的に大きく

離れた複数の動物種（軟体動物、魚類、昆虫類）における共通分子機構の解明を目指した。盗機能とは、DNA
ではなくオルガネラ、タンパク質、あるいは低分子などの外来物質を、選択的に取り込み、安定的に機能させ

るという、生物学的に新奇な現象である。申請者らはこの現象を「盗機能生物学（Phenoklepty Biology）」と
定義し、新たな学術分野として構築することを目的とした。最終年度である2024年度には、以下の三種の盗機
能現象について、機構理解の深化および解析対象の階層的拡張を進めた。

•魚類（キンメモドキ）
本種における発光タンパク質の流用機構を解明するため、全ゲノム解読を実施し、内在性の発光タンパク質

遺伝子の不在を明確に示した。さらに、外来由来の発光因子の細胞内局在を可視化し、それらの取り込みおよ

び定着に関与する受容体候補因子を同定した。現在、イメージングおよびタンパク質間相互作用解析を進行中

であり、ゲノム解読の成果は論文投稿済みである。

•軟体動物（ウミウシ）
葉緑体の長期維持機構に関して、葉緑体活性維持に関与する特異的タンパク質の転写産物候補を同定した。

また、プロテオミクス解析により葉緑体内のタンパク質保持過程を明らかにしつつあり、これらの成果につい

ては論文化を進めている。

•昆虫類（マダラケシツブゾウムシ）
宿主植物の光合成能力を促進する外来因子の探索において、外来mRNA様因子の存在を否定するデータを得

た。代わって、光合成促進に関与する低分子物質の候補を取得するとともに、当該昆虫種の全ゲノム解読を完

了した。

これらの研究により、盗機能現象に関与する対象物質の階層（オルガネラ、タンパク質、低分子）を越えた共
通機構の存在が示唆され、超階層的な視点からの統合的理解が進展した。今後は、これらの成果を踏まえて本

現象の進化的意義や普遍性の解明を目指し、学術的発展をさらに推進していく。

1報の英文学術論文を投稿中。2報の英文学術論文を準備中。盗機能現象は、従来の進化理論や遺伝情報の流れ
の概念に新たな視点を加える可能性がある。本研究により、盗機能に関わる分子基盤の初期的理解が進んだ

が、現象の普遍性や進化生物学的意義を明らかにするにはさらなる横断的研究が不可欠である。今後は、科研

費・学術変革領域等の大型資金の申請を通じて、本研究の発展的継続を図り、盗機能生物学を国際的な新分野

として確立することを目指す。

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

5 人 / students.
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10. 備考 / Remarks, if
necessary

11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

•国際ワークショップ　The 2nd NIBB Workshop on Kleptobiologyを基礎生物学研究所にて開催し、異分野研究
者の交流と共同研究体制の強化を図った。Keynote speakerとしてDr. Jessica Goodheart (American Museum of
Natural History, USA)を招聘し、盗刺胞現象について講演いただいた。ワークショップ全体として、有機小分子
からタンパク質、RNA、オルガネラ、理論といった超階層的な議論をすることができた。（添付資料あり）

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

2025-04-29

部局 (Department)
大学院農学研究科

氏氏名名 (Name): 安齋　賢
所所属属機機関関 (Institute)
京都大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
特定准教授

E-Mail

超階層生物学共同利用研究 / Collaborative research projects for Trans-Scale Biology

24NIBB103

装飾形質の多様化を促す配偶者選好性の進化に関わる分子・神経基盤の解明

亀井　保博

安齋 賢：岡山大学学術研究院環境生命自然科学学域 教授
亀井 保博：基礎生物学研究所 RMC教授
深町 昌司：日本女子大学理学部 教授
野中 茂紀：基礎生物学研究所 准教授
成瀬 清：基礎生物学研究所 特任教授
山平 寿智：琉球大学熱帯生物圏研究センター 教授
重信 秀治：基礎生物学研究所 教授
竹内 秀明：東北大学大学院生命科学研究科 教授
渡辺 英治：基礎生物学研究所 准教授
梶山 十和子：東北大学大学院生命科学研究科 助教
上田 龍太郎：東北大学大学院生命科学研究科 大学院生
山口 杏奈：東北大学大学院生命科学研究科 大学院生
田中 祥貴：岡山大学理学部付属臨海実験所 非常勤研究員

性淘汰を介して装飾形質の多様化をもたらす表現型として、メスの配偶者選好性の進化に着目し、その分子神

経基盤の解明から生態レベルの適応的な意義までを超階層的なアプローチで解明することを目指している。本

年度は、これらの理解に向けた基盤となる解析手法・アプローチに関する成果を得た。

1.インドネシア・スラウェシの固有種であるウォウォラエメダカとセレベスメダカの配偶行動観察から、近縁
な2種間にも関わらずそれらの配偶者選択のプロセスが大きく違うことを見出した。
2.それらの2種およびモデル生物であるミナミメダカにおいて、終脳のシングルセルトランスクリプトーム解析
を実施した。ミナミメダカではさらに、視覚情報処理に重要な視蓋の情報も取得し、ゼブラフィッシュ等他種

のデータとの比較解析を実施した。

3.ミナミメダカにおいて全脳にカルシウムセンサー（jGCaMP7s）を発現するトランスジェクニック系統を樹
立し、神経活動定量が可能であることを見出した。

これらの成果を統合することで、配偶者選好性の多様性に関わる神経回路の同定とその進化についての解析基

盤が構築できたと考えている。今後は、特に行動と神経活動の関係性に着目し、継続して解析を実施していく

予定である。

セレベスメダカの攻撃行動と体色の関係を記載した論文がBiology Lettersに掲載された
https://doi.org/10.1098/rsbl.2024.0159
ミナミメダカの全脳カルシウムイメージングについての論文をPreprintとしてbioRxivに掲載した
https://doi.org/10.1101/2025.04.09.647916
現在、終脳および視蓋のシングルセルトランスクリプトームアトラスとその種間比較についての論文を投稿準

備中である。

またこれらの解析アプローチに関する総説を2報執筆した
https://doi.org/10.1016/j.neures.2024.10.005
https://doi.org/10.14894/faruawpsj.61.1_40

○ なし / No.  　 ● あり / Yes.
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9. 参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10. 備考 / Remarks, if
necessary

11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

2 人 / students.

添付資料あり（本共同利用研究の英文成果論文3報）

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

2025-03-31

部局 (Department)
異分野融合先端研究コア

氏氏名名 (Name): 佐藤　伸
所所属属機機関関 (Institute)
岡山大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
准教授

E-Mail

超階層生物学共同利用研究 / Collaborative research projects for Trans-Scale Biology

24NIBB104

アホロートルの四肢再生過程の外形変遷の定量的解析と「内側」情報の実装

亀井　保博

大蘆彩夏：岡山大学　環境生命事前科学研究科、DC2
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6. 研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7. 研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8. 博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

本研究課題では、四肢再生における外形形状の3次元記録法の確立と、それを使用した遺伝子発現の実装を試み
た。研究提案書にある通り、これまでアホロートルの四肢の外形形状を記録するのにふさわしい方法は存在し

なかった。特に、いかなる動物でも3ミリから2cmといったスケール感のものを3次元的に記録するような方法
は、誰もが使えるものではない。もちろん、ライトシート顕微鏡などの特殊な装置を使えば可能かもしれない

が、水生動物であることを考慮すると、これまで利用可能な方法はないと言える。我々はこの問題に対して、

水性ゲルを使い解決することを考えた。水性ゲルは途中で硬化する性質を持ち、水生動物に対して変形が極め

て少なく、外形をそのまま型取ることができる。型取ったものを鋳型として使い、その中に色素を含んだコン

パウンドを充填することによってレプリカを作ることができる。このレプリカをCombi法で3次元データとする
ことができる。3次元化したデータは点群データとして扱い、STLフォーマットのファイルとして研究者が扱え
る状態になる。現時点では、このSTLファイルをどのように扱うかについて確立された方法はない。特に今
回、アホロートルの四肢再生を同一個体で経時的に記録し、それぞれの3Dデータを合わせて4Dデータとするこ
とは、極めて挑戦的な試みであった。各時間点における3Dデータと3Dデータを線形で補完することによって、
4次元化が可能であると考えた。実際、記録した3Dデータの底面の形状から各データの方位を合わせ、その後Z
軸方向において外形形状の特徴から基準点を合わせる。この基準点から2000本の放射線を生成し、その放射線
とすべての3Dデータとの交点を計算する。この放射線と交点をつなぐことが、3次元データを4次元化する線形
補完の方法の概要となる（図1）。細かい部分はPythonのコードを将来的に論文化する際に公開するので、そち
らを参照していただきたい。4次元化されたデータから、四肢再生の進行をモデリングし、その伸長度合いをグ
ラフに起こしたところ、興味深い再生の特性が明らかとなった。アホロートルの四肢再生のスピードは、これ

まで一定であるという暗黙の了解が存在していた。あるいは、四肢再生の速度は全くわからないという立場も

存在していた。今回明らかになった四肢再生の伸長速度は一定ではなく、初めは指数関数的に伸長し、その後

あるポイントで伸長が全く止まり、さらに時間が経過すると再び伸長する。つまり、2段階性のある再生伸長パ
ターンが存在することが明らかとなった。再生体（以下、再生芽）の伸長は、始めの頃は指数関数的であり、
あまり伸長しないフェーズを経て、その後急激に伸長するようなパターンを示す。この急激な伸長が始まる点

をPre-Growth Point（PreGP）とした。そしてその後、伸長が全く停止するポイントが生じ、この点をPost-
Growth Point（PostGP）とした。個体サイズの違いによって、このPreGPとPostGPのタイミングがずれること
も明らかとなった。個体サイズとPreGPおよびPostGPの関係をプロットし、回帰することによって一次方程式
を得た（図2）。この一次方程式により個体サイズが分かれば、各点に到達する日数がおおよそ想定できるよう
になったことは、実験上大きな進展である。この2点における遺伝子発現を内部に実装するため、まずはshh遺
伝子の発現を実装することにした（図3）。これは、まだ評価していただいている先生方にもなかなか納得して
いただけないポイントではあるが、shhの遺伝子発現は個体によって大きく揺らぐ。さらに再生芽の形状も個体
によって大きく揺らいでいる。ゆえに、例えばVisiumのような先進的な空間トランスクリプトーム技術を用い
たとしても、個体によって遺伝子発現も形状も大きく異なるため、あまり意味のあるデータとはならない。こ

のような個体差に対応するために、少なくとも私は外形形状から算出される中間的な形状を標準再生芽とし

て、その標準再生芽の中に遺伝子発現を実装することが最も望ましいと考えている。AIや機械学習が進歩した
昨今では、ぶれたデータをそのまま扱うことも可能であるということは認識している。しかしそれは、外形形

状・遺伝子発現・その他情報がセットで取得できた場合にのみ通用するロジックである。外形形状・遺伝子発

現・その他の情報が別々の個体で取得された場合、何らかの共通基準に投影する必要があるのは間違いないと

考えている。この考えのもと、標準的な再生芽を設計し、その中にshh遺伝子の発現を投影することを検討して
いる。現在、少数のサンプルでそれが可能であることを示している。このような成果が生まれてはいるが、現

在、論文として昇華させるかを検討中である。現時点で 論文投稿は可能な状態にはなっているのだが、 今少し
データを追加することで、より質を高めた論文として投稿可能なのではないかと考えている。ゆえにこちらは

現在追加データを出している状況にある。

課題を少し逸脱するが、本研究課題の中でコラーゲンの産生に関わる発見もあった。これは前の年から共同研

究者の亀井とともに進めてきた研究課題である。皮膚のコラーゲンは、これまで皮膚の中にある真皮の線維芽

細胞が形成すると考えられてきた。教科書的な知見からも、線維芽細胞以外の細胞がコラーゲンを形成すると

は考えにくい状況にあった。アホロートルは皮膚の透明度が高く、皮膚研究において最適な研究環境を提供す

る。このアホロートルの皮膚を用いて、ここ数年コラーゲンの産生について研究を進めてきた。特にコラーゲ

ン線維の観察に関しては、亀井の持つ顕微鏡による撮影技術を活用させていただき、詳細な観察が可能となっ

た。さらに、大阪大学の黒田らが開発したコラーゲンの蛍光プローブを用いることで、多重染色が可能とな

り、パルスチェイス観察なども行えるようになった。この技術を用いてアホロートルの皮膚におけるコラーゲ

ン構築過程を観察したところ、皮膚の表皮細胞が真皮側にコラーゲンを放出し、実際に真皮のコラーゲンを編

み出していることが明らかとなった。この発見は教科書を書き換える発見として捉えられ、世界的にも大きな

反響を得ている。さらには、同技術を用いてアホロートルの加齢に伴うコラーゲンの変化についても報告を

行った。これら2つの成果はすでに論文として発表しており、その論文の中で本研究課題の課題番号も明記して
ある。

今後は、四肢再生の外形形状の記録とそれに関連するデータの実装、並びにコラーゲンの形成過程について、

より詳細な研究を続けていく予定である。特に四肢の外形形状の記録に関しては、4次元データをどのように扱
うかが鍵であり、この部分に関しては共同研究者等を見つける必要があることを痛感している。このような人

的探索には、亀井の継続的な支援が必須であると考えている。

今後もコラーゲン関係の論文の発表予定あり。2026年初め、Developmentに予定
1. “Collagen fiber and cellular dynamics of axolotl skin with aging”
　　 Shima C.*, Ohashi A*, Furukawa S., Yamamoto S., Kashmoto R., and Satoh A.
Development, Growth and Differentiation, in press, Correspondence author
2.“Keratinocyte-Driven Dermal Collagen Formation In the Axolotl Skin”, Ohashi A, Sakamoto H., Kuroda J.,
Kondo Y.,Kamei Y., Nonaka S., Furukawa S., Yamamoto S., and Satoh A., Nature Communications, accepted.
Correspondence author

● なし / No.  　 ○ あり / Yes. 　
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9. 参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10. 備考 / Remarks, if
necessary

11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

3 人 / students.

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

2025-04-26

部局 (Department)
薬学部

氏氏名名 (Name): 西谷　直之
所所属属機機関関 (Institute)
岩手医科大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
教授

E-Mail

超階層生物学共同利用研究 / Collaborative research projects for Trans-Scale Biology

24NIBB106

表現型識別AIを用いたオフターゲットスペクトル解析法の構築

亀井　保博

渡辺　英治：基礎生物学研究所　准教授/ NIBB, associate professor
近藤　洋平：基礎生物学研究所　助教 / NIBB, assistant professor
氏家　悠貴：岩手医科大学　助教 / Iwate Medical University, assistant professor
米澤　穂波：岩手医科大学　助教 / Iwate Medical University, assistant professor

遺伝子ノックダウンや阻害剤による標的分子の機能阻害は基礎生物学の常法である。しかし、予期しない表現

型を見逃さずに定量する技術がないため、オフターゲット効果を客観的に評価する方法は未だ確立されていな

い。本研究では、「表現型の程度を人工知能（AI）による画像認識で定量化することで、標的特異性の広さを
定義できる。」という仮説を人機協働で検証することを目的としている。具体的には、Wnt/beta-catenin経路を
例として、同経路を阻害するアンチセンスオリゴや化合物によって引き起こされるゼブラフィッシュ胚の形態

異常の画像で学習したクラス分類AIを作成する。次に、クラス分類の判断根拠をclass activation
mapping（CAM）等の手法を用いて可視化・定量化することで、標的特異性やオフターゲット効果を客観的に
解析する方法を構築する。2024年度も概ね計画通りに進捗した。
所内研究者の亀井先生、渡辺先生、近藤先生からご助言を頂き2023年度に作成した分類モデルは、0〜400μM
XAV939で処理した胚の表現型を高精度（accuracy=0.93）で分類できる。2024年度は、この分類モデルでモル
フォリノオリゴ（MO）によるTNKS1遺伝子ノックダウン（KD）と各濃度のXAV939による表現型の類似性を
比較した。その結果、一般に用いられる濃度域のMO（1.2 nM）で誘導される表現型は加重平均で75.4 μM
XAV939処理と同程度であった。一方、高濃度のMO（3 nM）の表現型は平均で164.7 μMXAV939処理に相当す
る表現型であった。したがって、本研究で構築されたAIを用いることで、表現型を定量性をもって評価できる
ことが示された。ただし、高濃度のMO（3 nM）の表現型が、必ずしも特定の濃度の表現型に類似していたわ
けではなく、どの濃度にも似ていない新規の表現型を誘導したと考えるのが妥当と考えられる。今後、表現型

分類時にAIが注視した解剖学的特徴をmappingする計画である。
RNA-seq解析は、基生研GITC 2024夏 RNA-seq入門で習得した技術を用いて、KDや各濃度のXAV939で処理し
た胚から得られたbulk RNAを解析した。GOエンリッチメント解析の結果、KDと25 μM XAV939処理では神経
系や眼の発生に関連する遺伝子の発現減少が観察された。一方、100 μM以上の濃度では、 25 μM処理時の変動
に加えて、解毒・薬物代謝や免疫・炎症関連の遺伝子発現が有意に上昇した。したがって、100 μMを超える濃
度では、薬剤処理によるオフターゲット作用が生じたと考えられる。さらに、ゼブラフィッシュの解剖学的遺

伝子発現データベース（ZFIN）を用いた解析では、XAV939濃度が高くなるにしたがって造血器官障害を示唆
する遺伝子オントロジー（GO）が増加する傾向があった。一方、MOによるKDではそのようなGOの有意な変
動は検出されなかった。したがって、これらは化合物XAV939のオフターゲット作用を反映する可能性がある。
また、ZFINを用いた解析は空間情報を失ったbulk RNA-seqの補足情報であり、表現型AI解析との情報統合に有
用な連結キーにもなり得る。

2025年度は、主に絶対特異性の基準となるTNKS1遺伝子ノックアウトの表現型AI解析とRNA-seq解析を進め、
本研究の最終段階を進める。

2025年度中に、成果報告を兼ねたワークショップを開催する予定にしている（日時未定）。

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.
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9. 参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10. 備考 / Remarks, if
necessary

11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

0 人 / students.

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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新規モデル生物開発共同利用研究 
 
24NIBB201 エダアシクラゲを用いた新規刺胞動物モデルの研究基盤構築と研究者コミュ
ニティ形成 
    中嶋 悠一朗 東京大学大学院薬学系研究科 
 
24NIBB202 次世代プラナリアモデル構築に向けた先端プラットフォームの開発 
    梅園 良彦 兵庫県立大学理学部 
 



提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-30

部局 (Department)
大学院薬学系研究科

氏氏名名 (Name): 中嶋　悠一朗
所所属属機機関関 (Institute)
東京大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
講師

E-Mail

新規モデル生物開発共同利用研究 / Collaborative research projects for development of model organism

24NIBB201

エダアシクラゲを用いた新規刺胞動物モデルの研究基盤構築と研究者コミュニティ形成

重信　秀治

・重信秀治：基礎生物学研究所　超階層センター　教授
・山口勝司：基礎生物学研究所　トランスオミクス解析室　主任技術員
・出口竜作：宮城教育大学大学院教育学研究科高度教職実践専攻　教授
・菅裕：県立広島大学生物資源科学部生命環境学科生命科学コース　教授
・谷本拓：東北大学大学院生命科学研究科 教授
・熊野岳：東北大学大学院生命科学研究科 教授
・牧野能士：東北大学大学院生命科学研究科 教授
・竹田典代：広島大学大学院統合生命科学研究科 研究員
・丸山真一朗：東京大学大学院新領域創成科学研究科　准教授

本研究では、刺胞動物門のヒドロ虫綱に属するCladonema pacificum（エダアシクラゲ）を用いた研究を発展さ
せるために、モデル生物化を進めることを目的とする。ゲノム配列と各ステージの遺伝子発現を次世代シーケ

ンス解析によって明らかにするとともに、遺伝子操作法の確立を目指してノックダウンやトランスジェニッ

ク、ゲノム編集などの導入を試みる。さらに、得られた情報を公開することで、オープンな研究コミュニティ

の形成を目指すものである。

これまでに、Cladonema pacificum から抽出したゲノムに対して、PacBioを使ったロングリードのゲノムア
センブリを終了してゲノムブラウザやBlastを分担研究者の間で使用できる様になった。ゲノムブラウザでは、
モデル動物や他の刺胞動物の遺伝子との比較もできるなど、使い勝手の非常に良い仕様となっている。本年度

は、Hi-Cを使った染色体レベルの解像度でのゲノム構造の解析を進めて2n=30の染色体であることがなどが見
えてきた。

遺伝子操作を行うために、siRNAをエレクトロポレーション法によって受精卵へ導入するノックダウンを確
立して成果を報告している（Masuda-Ozawa et a., 2022）。この手法は、Cladonemaに加えて、ヒドロ虫綱に
属する別種のクラゲであるClytia hemisphaerica でも効果的であったことから、広く刺胞動物やクラゲ類に適用
できる可能性があり、後期ステージでのノックダウンを検討している。現在、受精卵でのゲノム編集やトラン

スジェニック作製を進めるためにインジェクションの改善などを試みている。

現在、ゲノム配列に対して、遺伝子発現のデータと合わせてアノテーション作業が進んでいる。Hi-Cを使った
染色体レベルのゲノム解読を投稿論文としてまとめ、さらにはウェブサイトで公開することで、広く研究コ

ミュニティに還元する予定である。

2025年度も継続して採択された場合には、本提案の代表者と分担者を中心としたワークショップを開催予定で
ある。

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

0 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-27

部局 (Department)
理学部

氏氏名名 (Name): 梅園　良彦
所所属属機機関関 (Institute)
兵庫県立大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
教授

E-Mail

新規モデル生物開発共同利用研究 / Collaborative research projects for development of model organism

24NIBB202

次世代プラナリアモデル構築に向けた先端プラットフォームの開発

鈴木　賢一

・梅園 良彦：兵庫県立大学大学院理学研究科 教授 / Yoshihiko Umesono: University of Hyogo, graduate school
of science, professor
・鈴木 賢一：基礎生物学研究所超階層生物学センター 特任准教授 / Kenichi T Suzuki: National Institute for
Basic Biology, trans-scale biology center, specially appointed associate professor
・井上 武：鳥取大学医学部 准教授 / Takeshi Inoue: Tottori University, faculty of medicine, associate professor
・柴田 典人：津山工業高等専門学校総合理工学科 教授 / Norito Shibata: National Institute of Technology,
Tsuyama College, department of integrated science and technology, professor
・林 哲太郎：理化学研究所生命機能科学研究センター 技師 / Tetsutaro Hayashi: RIKEN Center for Biosystems
Dynamics Research, technical scientist
・恵祖茂 オジェイル：鳥取大学医学部 助教 / Ezomo Ojeiru: Tottori University, faculty of medicine, assistant
professor
・重信 秀治：基礎生物学研究所超階層生物学センター 特任准教授 / Shuji Shigenobu: National Institute for
Basic Biology, trans-scale biology center, professor
・内山 郁夫：基礎生物学研究所超階層生物学センター 特任准教授 / Ikuo Uchiyama: National Institute for Basic
Biology, trans-scale biology center, associate professor
・林 隆翔：兵庫県立大学大学院理学研究科 大学院生 / Takato Hayashi: University of Hyogo, graduate school of
science, graduate student

今年度の申請時期が遅く残り時間に限りがあったため、まずは、PacBioのHiFiリードによる高精度ロングリー
ドシークエンスを優先し、準備にとりかかった。これまでに、無性生殖クローン系統（GI系統）をP１世代と
して有性化を介して得られたF1世代クローン系統（SSP系統）をP１世代として、再度、同様の方法で得られ
たF1世代クローンを系統し（SSP2-F1-M1系統）、まずは、林哲太郎氏が、核相解析をおこない核相(2n)であ
ることを確認した（2024/12/10）。次に、この系統を柴田典人氏が基礎生物学研究所に送付し
（2025/01/14）、無事に受け取りが完了した（2025/01/16）。現在は、genome精製方法の検討中である。ま
た、プラナリア国際コミュニティ形成にむけた活動の一環として、梅園良彦氏が中心となり、来所したUMass
BostonのLabib Rouhana博士と意見交換をおこなった。

2025年度も継続申請が採択されたため、2027年を目処に研究成果の発表を目指したい。

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

1 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者 研究会の講演者/発表者を含む の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目 に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

2025-04-17

部局 (Department)
生命科学部

職 (Job Title)
教授

氏氏名名 (Name): 梅原　三貴久
所所属属機機関関 (Institute)
東洋大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) E-Mail 

統合ゲノミクス共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative genomics

24NIBB439

薬用植物トコンの不定芽形成過程に発現する遺伝子のRNA-seqを用いた網羅的解析

重信　秀治

岡崎　夏鈴：東洋大学大学院生命科学研究科　博士後期課程3年
山口　勝司：基礎生物学研究所トランスオミクス解析室　主任技術員

ゲノムベースのRNA-seqはde novo RNA-seqよりも高い精度で解析できるため、全ゲノム解析を行った。その
結果、トコンのゲノムサイズはおよそ11億塩基対で、染色体数は11本であることが推定された。トコンの不定
芽形成誘導因子を探索するため、全ゲノム解析によって取得したリファレンスゲノムおよびアノテーション情

報を基に、培養0週目から培養1週目の間で発現変動する遺伝子を調べた。培養0時間、1時間、3時間、6時間、
12時間、24時間、48時間、72時間、120時間、168時間の節間切片を茎頂側と基部側に分け、RNA-seq解析を
行った。発現変動パターンごとにクラスタリング解析を行い、9つのグループに分類した。そのうち、節間切片
の基部側よりも茎頂側で発現が亢進するクラスターが2つ存在した。1つは、培養12時間以降に茎頂側で発現が
亢進し、高い発現量が維持される遺伝子群で、CK生合成遺伝子のCiLOG7、メリステム形成関連遺伝子
（CiCYP78A5, CiLBD25）などが含まれていた。もう一つは、培養6時間から培養48時間に茎頂側で発現が亢進
し、その後減少する遺伝子群で、CK生合成遺伝子のCiIPT3、メリステム形成関連遺伝子（CiESR2, CiATML1）
などが含まれていた。これらのことから、CK生合成が茎頂側で活性化されることで、茎頂側でメリステム形成
関連遺伝子の発現が亢進し、茎頂側の自発的な不定芽形成を誘導していると考えられる。また、これらのクラ

スターに含まれる遺伝子群は、節間切片の茎頂側で特異的に発現していることから、自発的な不定芽形成の誘

導に重要な因子を含むと推測される。まだトコンの形質転換効率があまり高くないため、今後実験系を効率化

させ、これらの遺伝子の不定芽形成における機能について明らかにしていく必要がある。

1) Karin Okazaki et al. (2025) Ectopic expression of LONELY GUY7 in epidermis of internodal segments for de
novo shoot regeneration without phytohormone treatment in ipecac. Physiol. Plant. 117, e70023
2) Increase of endogenous cytokinin promotes adventitious shoot formation in ipecac. ICAR2024 (アメリカ・UC
SAN DIEGO 2024.7.15-19)
3) Upregulation of the cytokinin biosynthesis gene LONELY GUY7 promotes adventitious shoot formation in
internodal segments of ipecac. IPGSA2025(アメリカ・コロラド州立大学 2025.6.29-7.3)
4)トコンの不定芽形成におけるサイトカイニン生合成遺伝子LONELY GUY7の役割．植物化学調節学会第59回
大会（静岡　2024.10.31-11.2）
5)トコンの不定芽形成におけるオーキシンとサイトカイニンの相互作用．日本植物学会第88回大会（札幌
2024.9.14）
6)トコンの植物体再生初期におけるサイトカイニン生合成に関する解析．日本植物バイオテクノロジー学会第
41回大会（仙台　2024.8.30）学生優秀発表賞
7)切るだけで増殖可能な薬用植物トコンの不定芽形成機構に関する研究．日本植物バイオテクノロジー学会第
41回大会（仙台　2024.8.31）学生奨励賞

○ なし / No.  　 ● あり / Yes.

1 人 / students.

基礎生物学研究所共同利用研究実施報告書 / Implementation Report for Collaborative Research at NIBB

2/3



10. 備考 / Remarks, if
necessary

11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

添付資料あり（関連論文）

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-28

氏氏名名 (Name): 田中　克典
所所属属機機関関 (Institute)
関西学院大学　

電電話話 (Phone no.) 

部部局局 (Department)
生命環境学部　生物科学科

FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
教授

E-Mail

統合ゲノミクス共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative genomics

24NIBB440

真核生物の染色体が線状であることの生物学的意義の解明

重信　秀治

基礎生物学研究所　教授　重信秀治

・基礎生物学研究所　技術職員　山口勝司

・関西学院大学　教授　田中克典

・島根大学　助教　川上慶

・関西学院大学　講師　小川志帆

・基礎生物学研究所　教授　中山潤一

・関西学院大学大学院理工学研究科　修士2年　Baghya Nugraha

原核生物は環状の染色体を持つのに対し、真核生物の染色体は線状である。この顕著な違いは、生命進化にお

ける重要な謎のひとつである。とりわけ、真核生物がなぜ線状染色体を採用したのかという問いには、減数分

裂（有性生殖）への適応という仮説があるが、栄養増殖期における線状染色体の意義については未解明の部分
が多い。

分裂酵母は3本の染色体しか持たないため、各染色体を自己環状化させた株を比較的容易に樹立できる。環状染
色体細胞は、減数分裂過程において異常を示す一方、栄養増殖期には生育に大きな障害を示さないことから、

栄養増殖期における線状染色体の必然性は依然として不明である。

申請者は、テロメア因子を保持したまま染色体を環状化する新たな方法を確立し、この課題を克服した。その

結果、染色体の環状化が細胞に未知のストレスを与えること、そして環状染色体細胞では遺伝子発現に多様性

が生じることを見出した。

本研究では、①環状染色体細胞に共通して誘導されるストレスとその応答機構の解明、②テロメア近傍遺伝子
に多様な発現パターンが生じる原因の究明、を主な目的としている。①を通じて、栄養増殖期における線状染
色体の生物学的意義に迫るとともに、②からはテロメアの消失が引き起こすゲノム不安定性と、それに伴う細
胞間の遺伝子発現の多様性についての理解が深まると期待される。

この研究の進展には、環状化株における各染色体の連結様式の詳細な把握が不可欠である。とくに、染色体末

端にはサブテロメア配列、テロメア配列、rDNAリピートなどの繰り返し配列が多く含まれており、ショート
リードシーケンスでは解析が困難である。そのため本研究では、Nanoporeシーケンスを用いて、長鎖リードに
よる連結部位の同定を行っている。

今年度は、すでにNanoporeシーケンス済みの線状染色体株および環状化株のゲノム情報を解析し、1番染色体
および2番染色体の環状化における連結部位の構造をより詳しく把握することに成功した。

2025 年度も引き続き研究・解析を継続し、いくつかのタイプの環状化株の環状化の際の連結の仕方を正確に把
握する。得られた成果は速やかに国際科学雑誌等に発表する。

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

1 人 / students.

基礎生物学研究所共同利用研究実施報告書 / Implementation Report for Collaborative Research at NIBB

2/3



11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

2025-05-12

部局 (Department)
生殖細胞研究部門

職 (Job Title)
教授

氏氏名名 (Name): 吉田　松生
所所属属機機関関 (Institute)
基礎生物学研究所

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 
-

E-Mail

統合ゲノミクス共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative genomics

24NIBB441

マウス生殖細胞の不均一性と系譜動態の網羅的解析

重信　秀治

鈴木 伸之介： 基礎生物学研究所・生殖細胞研究部門 助教 / Shinnosuke SUZUKI: National Institute for Basic
Biology, Division of Germ Cell Biology, assistant professor
池田 達郎： 基礎生物学研究所・生殖細胞研究部門 特任助教 / Tatsuro IKEDA: National Institute for Basic
Biology, Division of Germ Cell Biology, specially appointed assistant professor

マウスの発生において、胎仔に生じた始原生殖細胞（PGCs）の子孫細胞（クローン）がどのように成体の生
殖細胞プールを形成するのかはいまだ不明である。発生過程のクローン動態を解析するために、PGCsを非常に
多様なDNA配列（バーコード）で標識し、様々な段階でバーコードをPacBio社Sequel IIeにより次世代シーケ
ンスして、クローン分布の時間変化を解析している。

2024年度はこれまでに取得したバーコードデータを再現する数理モデルを構築することで、オスの生涯にお
ける生殖細胞クローン動態を説明した。また、PGCsをバーコード標識した発生期メス卵巣のシーケンスライブ
ラリを2セル分作成して提出した。加えて、バーコードが転写されるマウスを用いて誘導直後のPGCsを標識し
たのち、生殖巣に移動したPGCsをFACSソートして10X Genomics社Chromium Xを用いたシングルセル反応を
おこなった。バーコードのシーケンスデータの取得は2024年度中には間に合わず、2025年度に持ち越しとなっ
た。

今後は引き続きシーケンシング・データ解析を行い、メスの生涯における生殖細胞クローン動態、およびPGCs
のクローンと相関した遺伝子発現が生じる過程を解析する。また、クローンの不均一な振る舞いにおける相関

遺伝子の機能を実験的に検証する。

　精子幹細胞は、生涯を通して精子形成を支える。我々は、マウス精子幹細胞は、複数の状態の間を転換しな

がらホメオスタシスを維持していることを見出しており、本研究では、パルス標識による細胞運命解析と単一

細胞遺伝子発現解析を組み合わせ、精子幹細胞の動態とその制御機構を明らかにする。

2025年度は、2021年度に実施した、タモキシフェン依存的Creリコンビナーゼ(CRE-ER)システムを用いて精
子幹細胞の中の複数の亜集団をGFP発現によってパルス標識したのち、異なるタイミングで回収した未分化細
胞分画を単一細胞レベルの遺伝子発現解析を昨年度に引き続き行った。この解析は、10X Genomics社
Chromiumシステムを用いた単一細胞レベルの遺伝子発現解析と、Chromiumシステムにより作成したcDNAラ
イブラリーの一部をSequel IIeにより次世代シーケンスした結果を組み合わせている。これにより、擬似時間で
予想する細胞系譜ではなく、パルス標識した細胞の実時間を用いた正確な細胞系譜が追跡できるようになっ

た。さらに空間トランスクリプトームのデータと合わせることで、精子幹細胞の周りの環境変化が、精子幹細

胞の動態とその制御機構にどのような影響をもたらしているかに関しても現在解析を進めている。また利己的

な振る舞いをする変異体の精子幹細胞においてもその分子メカニズムを理解するために、精巣の生殖細胞にお

いて単一細胞レベルでの遺伝子解析を行った。

発生期の研究については2024年度に国内外の学術集会で成果発表し、論文投稿直前まで至った。2025年度も複
数の学術集会で発表するとともに論文投稿し、雑誌掲載を目指す。

精子幹細胞の研究については、海外共同研究者Ben Simons博士と共同し、パルス標識された亜集団の集団レベ
ルでの動態とその制御機構を明らかにするため、メールおよびZoomによって緊密にコミュニケーションし、実
験結果の解釈や実験へのフィードバックを得ながら研究を進め、論文の執筆を目指す。

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.
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9. 参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10. 備考 / Remarks, if
necessary

11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

0 人 / students.

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-28

部局 (Department)
発達障害研究所

職 (Job Title)
主任研究員

氏氏名名 (Name): 高木　豪
所所属属機機関関 (Institute)
愛知県医療療育総合センター

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) E-Mail
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Homeostatic plasticityの制御機構の解明

重信　秀治

該当なし

Homeostatic plasticityの分子メカニズムを調べるために、このプロセスでの転写因子の働きをChIP-seq手法で
解析している。昨年度までに作製したChIP-seq用ライブラリーを用いて本年度はシークエンスを行った。来年
度は取得したシークエンスを用いてバイオインフォマティクス解析を行う。

本研究の論文発表のためにはバイオインフォマティクス解析に加えて生化学的な解析などが必要となるため、

これらの解析が終了後に論文発表を行う予定である。

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

0 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-04

部局 (Department)
学術研究部理学系

氏氏名名 (Name): 前川　清人
所所属属機機関関 (Institute)
富山大学

電電話話(Phoneno.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
准教授

E-Mail

統合ゲノミクス共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative genomics
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シロアリにおけるカースト特異的発現遺伝子の進化機構

重信　秀治

・山口　勝司：基礎生物学研究所 技術職員
・林　良信：慶應義塾大学生物学教室 講師
・藤原　克斗：富山大学大学院理工学教育部博士課程 大学院生
・花田　拓巳：富山大学大学院理工学教育部博士課程 大学院生
・保坂　樹：富山大学大学院理工学教育部修士課程 大学院生

主材料として，ネバダオオシロアリZootermopsis nevadensis，ヤマトシロアリReticulitermes speratus，タカサ
ゴシロアリNasutitermes takasagoensisを用いている。2022および2023年度に得たネバダオオシロアリとタカ
サゴシロアリの日本産個体群におけるロングリードのゲノムデータとカースト間のRNA-seqに基づき，重複遺
伝子と単一遺伝子をリストアップした。Tauスコアを算出して比較したところ，両種ともヤマトシロアリと同様
に，重複遺伝子のTauスコアが有意に大きいことが明らかになった。さらに，部位別のトランスクリプトーム解
析の結果から，発現パターンの性差が種間で顕著に異なることが明らかになった。現在，いくつかの多重遺伝
子について発現パターンを詳細に調べ，社会行動や社会性の維持に対する役割を考察している。さらに本年度
は，シロアリの姉妹群であるキゴキブリのゲノム情報に基づくホルモン関連遺伝子の網羅的な発現結果を，共
同利用研究の成果として発表した（Hanada et al., 2025）。また，ヤマトシロアリのゲノム情報（Shigenobu et
al., 2022）に基づき，重複遺伝子の1つであるリポカリン遺伝子のタンパク質の局在を明らかにした（Hanada
et al., 2024)。シロアリの性決定遺伝子の特徴を整理した結果も論文として発表した（Fujiwara et al., 2024）。
Hanada T, Yaguchi H, Fujiwara K, Hayashi Y, Nalepa CA, & Maekawa K (2025) Differential expression of
hormone-related genes in the heads of adult and nymphal woodroaches (Cryptocercus). Journal of
Experimental Zoology Part B: Molecular and Developmental Evolution, https://doi.org/10.1002/jez.b.23290
Hanada T, Kobayashi A, Yaguchi H, & Maekawa K (2024) Protein localization and potential function of lipocalin
in Reticulitermes speratus queens. PLoS ONE, 19: e0311836.
Fujiwara K, Miyazaki S, & Maekawa K (2024) Evolution of the sex-determination gene Doublesex within the
termite lineage. Comparative Biochemistry and Physiology - Part D: Genomics and Proteomics, 52: 101297.

ネバダオオシロアリのゲノムとカースト間・性間・部位別のトランスクリプトームの解析結果を投稿中であ

る。タカサゴシロアリのゲノム解析とRNA-seqのデータも，早期の論文化を目指している。

○ なし / No.  　 ● あり / Yes.

3 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-30

職 (Job Title)
氏氏名名 (Name): 金子　雅幸
所所属属機機関関 (Institute)
長崎大学

電電話話 (Phone no.)

部部局局 (Department)
大学院医歯薬学総合研究科　創

薬薬理学

FAX (FAX no.) 

教授

E-Mail

統合ゲノミクス共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative genomics
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ユビキチンリガーゼに着目した生体機能の解析

吉田　拓也

牧野　由美子：基礎生物学研究所 トランスオミクス解析室 技術職員
佐藤　伸哉：長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 創薬薬理学 助教

1. RNF183のin vivo基質タンパク質の同定
腎臓特異的なユビキチンリガーゼRNF183の生理的基質タンパク質を同定するため、ビオチンリガーゼBioID2と
蛍光タンパク質tdTomatoをRNF183遺伝子にノックインしたマウスを作成し、その発現を確認した。ビオチン
化タンパク質とtdTomatoの発現がRNF183の局在と一致することを免疫染色により確認した。次は、LC-
MS/MSによりRNF183の基質タンパク質を同定する段階に至った。基質の候補が同定された段階で成果を論文
として発表する予定である。

2. SARS-CoV-2感染時におけるACE2のユビキチン化に関わるユビキチン関連酵素の同定
近位ビオチン標識法によりACE2の近傍に存在するユビキチン関連分子の同定を行い、ユビキチンリガーゼの候
補として12種同定した。この中からTRIM25とHUWE1がスパイクタンパク質によるACE2のエンドサイトーシ
スに関与することを明らかにした。今後は、ユビキチン化機構を明らかにし、論文としてまとめる予定であ

る。

3.EGFRとPD-L1の近傍に存在するユビキチンリガーゼの同定
ビオチンリガーゼをがんドライバー分子EGFRや免疫チェックポイント分子PD-L1と融合し、それらのタンパク
質に作用する新規のユビキチンリガーゼを同定することとPROTACを用いて新規のユビキチンリガーゼを同定
する。本研究に先立ち、PROTACを用いたユビキチンリガーゼの基質分解能を簡便に評価できる系を確立し
た。評価対象のユビキチンリガーゼにユビキチン化活性を欠損させたVHL（ΔBC-VHL）を融合したキメラユビ
キチンリガーゼを作製し、細胞に発現させた。その後、VHLと結合する市販のPROTACを添加することで、新
規ユビキチンリガーゼの基質分解能を評価できることを証明し、BBRCに報告した。現在、EGFRとPD-L1の細
胞質側にビオチンリガーゼAirIDおよびAPEX2を融合し、それらを発現する細胞の樹立を試みている。

Sato S, Matsukawa M, Takemoto M, Okamoto T, Saito A, Omura I, Matsuhisa K, Ikeda H, Imaizumi K, and
Kaneko M: Development of a versatile system for evaluating the target protein degradation activity of novel
ubiquitin ligases utilizing existing PROTACs. Biochemical and Biophysical Research Communications,
749:151370(2025)
Matsuhisa K, Sato S, and Kaneko M: Identification of E3 Ubiquitin Ligase Substrates Using Biotin Ligase-Based
Proximity Labeling Approaches. biomedicines, 13 (4), 854 (2025)
この他にも25年度中には、３つのテーマに関して、それぞれ論文として報告予定である。

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

18 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-05-01

氏氏名名 (Name): 一柳　健司
所所属属機機関関 (Institute)
名古屋大学

電電話話 (Phone no.)

部部局局 (Department)
大学院生命農学研究科

FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
教授

E-Mail
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フジコナカイガラムシのゲノム解析

重信　秀治

石川　峻遥：名古屋大学大学院生命農学研究科　大学院生／Nagoya University, Graduate School of
Bioagricultural Sciences, graduate student

コナカイガラムシは特殊な性決定システムを有していると推定されている。コナカイガラムシ科に属する昆虫

(Pseudococcidae) は性染色体を持たない。しかし、オスにおいて父親に由来する染色体すべての全長がヘテロ
クロマチン化され、遺伝子が不活性化する（父方由来染色体不活性化）。つまり、オスは二倍体でありながら
疑似的な一倍体生物となる。オスで必ず父方由来染色体不活性化が起きることから性決定と父方由来染色体不

活性化は密接に関連していると予想されているが、それらの分子的なメカニズムは解明されておらず、性決定

機構と染色体の状態の因果関係の有無は証明されていない。

本研究ではこの父方由来染色体不活性化と性決定のメカニズムを理解するための足掛かりとして、フジコナカ

イガラムシ (Planococcus kraunhiae)の全ゲノム配列と雌雄成虫における遺伝子発現を次世代シーケンス解析に
よって明らかにした。以前にPacBio社のHiFi-seq法を用いて決定したゲノム配列はすでにアセンブリが終了し
ていたが、本共同利用研究においては新たにOmni-Cによって得られたシーケンスデータを用いてスキャフォー
ルディングを行った。その結果、全コンティグの98%が半数体核型と同数である5つのスキャフォールドに集約
され、染色体レベルのゲノムデータが得られた。またコナカイガラムシは2種類の特殊な内部共生菌を持つこと
が知られているが、これらのほぼ完全なゲノムデータも副産物として得ることができた。

本研究ではフジコナカイガラムシの全ゲノム配列を高精度で構築することに成功した。今後は本データを用い

て性決定や父方由来染色体不活性化に関与する遺伝子を解明していく予定である。また本種は日本国内におけ

る重要な農業害虫である。今後得られた情報を共有・公開する予定であり、これは害虫制御など他分野におけ

る研究の発展にも貢献しうる。

現在、ゲノム決定とアノテーションに関する論文を執筆中

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

1 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-05-12

部局 (Department)
樹木分子遺伝領域

氏氏名名 (Name): 今井　亮介
所所属属機機関関 (Institute)
森林総合研究所

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
主任研究員

E-Mail
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24NIBB446

スギのGenomic landscapeの解明

重信　秀治

今井 亮介: 国立研究開発法人森林研究・整備機構　森林総合研究所樹木分子遺伝研究領域 主任研究員
重信 秀治: 基礎生物学研究所超階層生物学センター(新規モデル生物開発室) 教授
伊原 徳子: 国立研究開発法人森林研究・整備機構樹木分子遺伝研究領域 室長
内山 憲太郎: 国立研究開発法人森林研究・整備機構　森林総合研究所樹木分子遺伝研究領域 室長
上野 真義: 国立研究開発法人森林研究・整備機構　森林総合研究所樹木分子遺伝研究領域 チーム長
笠原 雅弘: 東京大学大学院新領域創成科学研究科 准教授
藤野 健: 東京大学大学院新領域創成科学研究科 特任研究員
山口 勝司: 基礎生物学研究所トランスオミクス解析室 主任技術員

本年度はサンプルとなる花粉のサンプリングとシーケンスを行った。サンプルの準備に時間がかかってしまっ

たため、1ランしかシーケンスが終了していないが、花粉からのウルトラロングリードシーケンス自体は若干葉
よりデータが少なくなるものの可能であることが明らかになった。この成果から今後他の材料においても花粉

のウルトラロングシーケンスが活用できると考えられる。本研究においては、2年目はシーケンスを終わらせ、
データの解析に移る予定である。

特になし

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

0 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-02

部局 (Department)
農学部

氏氏名名 (Name): 上中　弘典
所所属属機機関関 (Institute)
鳥取大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
准教授

E-Mail

統合ゲノミクス共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative genomics
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ラン科植物シランを用いた寄生的菌根共生システムの解明

重信　秀治

・山口 勝司：基礎生物学研究所トランスオミクス解析室 技術職員
・大和 政秀：千葉大学教育学部　教授
・谷亀 高広：昭和大学富士山麓自然・生物研究所 講師
・三浦 千裕：鳥取大学農学部　JSPS特別研究員(RPD)

植物の寄生的菌根共生システムの解明を目的に、共生菌を用いてラン科植物のシラン（紫蘭：Bletilla striata）
を共生発芽させたサンプルについて、これまでにRNA-seqを行い、データ解析を行った。その結果、共生に関
連する遺伝子を含む多く遺伝子が、共生菌を用いずに発芽させた場合でも共通して変動することが明らかに

なった。これら解析データは生理学的な解析結果と共に、昨年度Plant Physiology誌にて発表し、その内容を含
めた総説論文を今年度Current Opinion in Plant Biology誌で発表した。また、共生菌を感染させたシランで起こ
る全身誘導抵抗性のメカニズムの解明を目的に、新規にRNA-seqを行い、そのデータ解析も行い、病理学的な
解析結果と共に報告した学術論文がFrontiers in Plant Science誌に掲載された。
またゲノム配列については、アノテーションの付加を行い、他のラン科植物のゲノムデータとの比較を行った

結果、ラン科植物特有の重複遺伝子群が存在することが明らかになっている。またHi-C法を用いたシーケンス
による染色体構造の解析も行い、ラン科植物の中でも質の高いゲノム情報を得ることで、他の既報のラン科植

物のゲノム配列との差別化を行っている。本年度は基礎生物学研究所へ訪問できなかったが、メール等でゲノ

ム解析に関する論文のまとめ方についての打ち合わせを実施した。次年度は是非訪問したい。

先述通り、現在投稿中のシランにおける寄生的菌根共生システムが関わる病害抵抗性の誘導に関する論文は国

際誌に掲載された。ゲノム解析に関しても、引き続き不足する実験データを実施するとともに、論文の執筆も

始め、来年度中には論文投稿できるようにしたい。重信教授らと共同で実施している寄生的菌根共生システム

に関連する様々な研究についても、順次発表していく予定である。

○ なし / No.  　 ● あり / Yes.

0 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-2

部局 (Department)
理学部

氏氏名名 (Name): 岡田　泰和
所所属属機機関関 (Institute)
東京都立大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
准教授

E-Mail

統合ゲノミクス共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative genomics

24NIBB448

昆虫の性行動・社会行動のゲノム基盤解析

重信　秀治

該当なし

トゲオオハリアリについて，10XGenomics社のChromiumシステムを用いたシーケンスを行い，重信 教 授らの
チームの協力により，良好なアセンブル結果が得られている. このゲノム情報を活用して，子で発現する遺伝子
の由来親バイアスについて，ゲノムインプリンティングの状態の検証を進めている．現在，子では母親ゲノム
由来の転写産物が多く発現する傾向が見いだせており，論文の再投稿を準備中である. オオツノコクヌストモド
キについても，上記と同様にChromiumシステムを用いたゲノムシーケンスを行い， 良好なアセンブル結果が
得られた. アノテーション情報を改善した上で，性間での比較トランスクリプトーム解析を行い，雌特異的遺伝
子について遺伝子ノックダウンによるスクリーニング実験を行った．その結果，細胞接着に関わる遺伝子や未
知の転写因子を検出することができた. 今後は，ヒストン修飾関連因子など，未知のエピジェネティック因子の
武器形態への関与を解明していく予定である．

現在，以下の論文を再投稿準備中である．
Testing the kinship theory of intragenomic conflict in a single mating ant: the predominant expression of
maternal alleles in offspring
Takeshi Wakamiya, Keiko Sakiyama, Katsushi Yamaguchi, Shuji Shigenobu, Shigeto Dobata, Yasukazu Okada

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

3 人 / students.

2024年４月から，岡田泰和の所属が名古屋大学理学部に変更．
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-28

部部局局 (Department)
大学院理学系研究科

職 (Job Title)
教授

氏氏名名 (Name): 久保　健雄
所所属属機機関関 (Institute)
東京大学
電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) E-Mail
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社会性行動を司る脳機構とその進化解明に向けたハナバチ類の研究基盤の構築

重信　秀治

・久保　健雄：東京大学大学院理学系研究科　教授
・河野　大輝：東京大学大学院理学系研究科　助教
・桑原　嵩佳；ニューヨーク大学 医学部　博士研究員

バチを含むハナバチ類に着目し、異なる社会性段階にある種の詳細な比較研究を行うことで、社会性行動を制

御する脳の分子神経基盤やその進化の過程を調べることを目的としている。ハナバチ類では従来、社会性種の

研究が進んでいたが、単独性の種は研究基盤が不足していた。そこで本研究では、在来の単独性ハナバチであ

るマメコバチ（Osmia cornifrons）のゲノムのDe novoアセンブリの作成、および近縁種の遺伝子情報やマメコ
バチの成虫（雌雄）の様々な組織や幼虫と蛹の全身のRNA-seqデータを基に遺伝子アノテーションを行い、マ
メコバチのゲノム研究基盤を整備した。さらに、マメコバチ成虫キノコ体のscRNA-seq解析を行い、既に取得
済みであったミツバチ、マルハナバチのキノコ体のscRNA-seqデータとの比較解析により、種間のキノコ体構
成細胞（ケニヨン細胞）種の差異を同定した。その結果、scRNA-seq解析により、ミツバチ（社会性であり、
ダンスコミュニケーション能力を有する）とマルハナバチ（社会性）、マメコバチ（単独性）のそれぞれの種
に固有なケニヨン細胞種の候補を同定した。

今年度は、ドライ解析で検出されたケニヨン細胞の種間差異が生体内にも存在するかを調べるために、in situ
ハイブリダイゼーション法により、各種の脳における、想定されたケニヨン細胞種のマーカー遺伝子の発現を

検討した。しかし、ドライ解析の結果をサポートする遺伝子発現解析がまだ十分には得られていない。来年度

はこれらの遺伝子発現解析を実施し、得られた成果を論文発表する。

新規に作成したマメコバチのDe novoゲノムアセンブリ、およびハナバチ種間の比較scRNA-seq解析、遺伝子発
現解析の結果に基づいて、それぞれの種に固有なケニヨン細胞種を同定し、ハナバチにおける社会性行動を制

御する脳の分子神経基盤とその進化を考察する論文発表を行う。

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

0 人 / students.

共同利用研究申請者（久保）が2026年3月に東京大学を定年退職する予定であるため、今年度中にこれまでの
研究成果の論文発表を行う。
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-02

部局 (Department)
大学院理学研究科

氏氏名名 (Name): 菊地　真理子
所所属属機機関関 (Institute)
名古屋大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
助教

E-Mail

統合ゲノミクス共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative genomics

24NIBB450

雌性発生魚Amazon mollyのscRNA-seqによる生殖様式多様化機構の解明

重信　秀治

・菊地 真理子:名古屋大学大学院理学研究科 助教
・田中 実:名古屋大学大学院理学研究科 教授
・亀山 詩夕:東京大学大学院農学生命科学研究科 大学院生
・Manfred Schartl:Physiological Chemistry, University of Würzburg Professor

本研究は、多様な有性生殖様式の進化基盤を分子レベルで解明することを目的とする。有性生殖には、雌雄異

体、雌雄同体、単為生殖など、多様な様式が存在する。このような生殖様式の多様化は、種の適応進化におい

て重要な要素と考えられるが、その分子基盤は未解明である。本研究では、有性生殖の基盤をなす配偶子形成

の「モジュール性」に着目し、多様化の分子基盤を探る。具体的には、単為生殖を行う淡水魚アマゾンモー

リーの卵巣を用いたシングルセルRNA-seq（scRNA-seq）を実施し、「減数分裂モジュール」のバイパスによ
る単為生殖の進化メカニズムを明らかにする。

2024年度は、以下の２種の卵巣を用いてscRNA-seqを実施した。
・アマゾンモーリー：単為生殖種
・スリコギモーリー：ハイブリッドに起源をもつアマゾンモーリーの母方祖先であり現存する雌雄異体
得られたリード配列をアマゾンモーリーのリファレンスにマッピングし、発現プロファイルに基づく生殖細胞

の集団解析、およびアマゾンとスリコギ間の遺伝子発現比較解析を行った。その結果、減数分裂開始前後の細

胞集団において、複数の転写因子群や減数分裂関連因子の発現に有意差がみとめられた。一方で、スリコギの

リード数が少ないことや、遺伝子アノテーションの精度が不十分であることなどの課題も見つかった。

2025年度も本共同研究を継続し、卵巣scRNA-seqの追試および遺伝子アノテーションの改善を試みる。さら
に、scRNA-seqで同定された因子を雌雄異体のメダカでノックアウトし、単為生殖の人為的誘導を試みる。こ
れらの研究を通じて、有性生殖の多様化をもたらす分子基盤の解明を進める。

・Exploring gametogenesis modules using parthenogenetic Amazon molly. Mariko Kikuchi, Yu Ikeda, Minoru
Tanaka. 7 Jan, 2025. 10th Asian Conference of Brain and Gonadal Biology. Nagoya.
・Molecular Mechanisms Underlying the Evolution of Reproductive Diversity. Mariko Kikuchi. 27 Feb, 2025.
RIKEN BDR Women and Future in Science Seminar. Kobe.
・Exploring gametogenesis modules using parthenogenetic Amazon molly. Mariko Kikuchi, Yu Ikeda. 7 Mar,
2025. 第5回有性生殖研究会. NIG.

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

1 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-30

部局 (Department)
医学部

氏氏名名 (Name): 阿部　玄武
所所属属機機関関 (Institute)
鳥取大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
准教授

E-Mail

統合ゲノミクス共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative genomics

24NIBB451

真骨魚の胸ヒレ形態進化に関わる遺伝発生学情報の解析

重信　秀治

該当なし

カナガシラは、遊離軟条という特殊な胸ヒレ骨格を持ち、大規模な形態進化を研究する対象として非常に興味

深い。遊離軟条がどのように作られ、進化したのかを解析するため、ゲノム配列の解読を行っている。また、

遺伝子アノテーションのために、各組織から抽出したRNAを用いて、全遺伝子カタログを作成している。これ
までに、生体からの筋肉組織のサンプリング（ゲノム抽出用）および、カナガシラ胚組織からのRNA抽出を行
い、それらを重信秀治先生と基礎生物学研究所超階層生物学センター・トランスオミクス解析室のチームがゲ

ノムライブラリ調整とシークエンス解析を行った。ほぼ全遺伝子の情報の特定とゲノム解読が終了している。

さらに遺伝子アノテーションをすすめ、より精細なカナガシラゲノム情報を構築する予定である。

本年度はまた、カナガシラ仔魚での時期特異的トランスクリプトーム解析を進める予定であった。ただし昨年

度に続き十分な個体を確保できず、解析は次年度に持ち越しになった。これは人工授精のための野外採取個体

が本年度は十分得られず、仔魚を確保する事が難しかったことによる。2025年度は、浅虫水族館と、カナガシ
ラの人工授精の経験のある弘前大西宮攻准教授と綿密な情報交換を行い、十分な仔魚の確保に努めたい。さら

にそれを用いて、カナガシラ胸ヒレ発生におけるトランスクリプトーム解析をし、遊離軟条特異的な遺伝子発

現を明らかにしたい。

今年度の解析結果を加えて年度内の学会発表、また来年度の論文発表を目指す。

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

0 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-10

氏氏名名 (Name): 丹羽　隆介
所所属属機機関関 (Institute)
筑波大学

電電話話 (Phone no.)

部部局局 (Department)
生存ダイナミクス研究センター

FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
教授

E-Mail

統合ゲノミクス共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative genomics

24NIBB452

ショウジョウバエを宿主とする内部寄生蜂Asobara属複数種の比較ゲノミクス解析

重信　秀治

・島田 裕子：筑波大学 生存ダイナミクス研究センター 准教授 / Yuko Shimada-Niwa: University of Tsukuba,
Life Science Center for Survival Dynamics, TARA, associate professor
・上山 拓己：筑波大学 生存ダイナミクス研究センター 助教 / Takumi Kamiyama: University of Tsukuba, Life
Science Center for Survival Dynamics, TARA, assistant professor
・近藤 颯人：筑波大学 理工情報生命学術院 大学院生 / Hayato Kondo: University of Tsukuba, Graduate School
of Science and Technolog, graduate student

本研究では、ショウジョウバエを宿主とする内部寄生蜂Asobara属の比較ゲノミクス解析を実施し、寄生蜂が産
生する毒成分の多様性と宿主選択性の関連を解明することを目指した。報告者らは、ショウジョウバエ属の多

くの種に対してして高い寄生成功率を示すAsobara japonicaに着目し、全ゲノム配列の決定と遺伝子ノックダウ
ン法の開発を行ってきた（Kamiyama et al. DNA Researc 2022）。さらに、A. japponica の寄生成立に必要な毒
遺伝子の同定にも成功した（Kamiyama et al. Science Advances 2025）。これらの研究をさらに発展させるた
めに報告者らは、A. japonicaとは宿主範囲の異なるAsobara属近縁種との比較ゲノミクス解析により、毒成分の
多様性と宿主選択性の関連を追究できると着想した。

そこで我々は、2024年度に引き続き、A. rossica および A. citri の全ゲノム配列を解読し、ゲノムデータの構
築と遺伝子予測を行うこと試みた。ゲノム配列の質を高めるために、これらの寄生蜂の複数の個体を用いるの

ではなく、単一個体からDNAを抽出する方法による全ゲノム決定を目指した。非常に小さな試料サイズの個体
の１個体から全ゲノム配列を決定する必要があるため、まずはpacbio hifi longを用いたシーケンス技術を適用さ
せた。そして、得られたゲノムデータを利用してゲノムブラウザの構築に成功して、ウェット実験を実施する

ための情報基盤を整備した。この一連の試みは 2024年度から継続したものであり、改善に向けて本年度も重信
研究室には様々な工夫をいただいた。しかし、単一個体由来のゲノムDNAから高品質の全ゲノム構築をするに
は至らなかった。一方で、用いるキットの工夫などによる改善の感触は認められつつあり、2025年度にも本課
題は継続する予定である。

また、A. rossica については、不完全ながらも、特に注目する毒遺伝子である IDDF-1 および IDDF-2 の周辺
のゲノム構造を解析を進めた。その結果、ゲノム既知の A. japonica と A. rossica の間で、これらの遺伝子領域
周辺のシンテニー解析の基盤を整えた。まだ詳細を一般には公表できないが、良好な比較解析ができつつあ

り、2025年度に継続して完成を目指す。

まだ論文化の予定はない。

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

1 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-28

部局 (Department)
農学生命科学部

氏氏名名 (Name): 横山　仁
所所属属機機関関 (Institute)
弘前大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
准教授

E-Mail

統合ゲノミクス共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative genomics

24NIBB453

ゼノパスの四肢再生と皮膚再生で発現する遺伝子の網羅的解析

内山　郁夫

・重信　秀治：基礎生物学研究所　教授
・鈴木　賢一：基礎生物学研究所　特任准教授
・学部学生３名：弘前大学農学生命科学部
・大学院生６名・弘前大学大学院農学生命科学研究科

RNA-seqによる発現比較から、アフリカツメガエルの四肢再生においては骨化に関わるGOがエンリッチしてい
る一方で、四肢再生を長期間追跡しても骨化が見られないことをこれまでに明らかにしていた。その上で組織

学的な観察から骨膜の形成が見られないことを見出した。またアフリカツメガエルにおいて四肢再生と皮膚再

生で共通して発現が活性化する遺伝子群は、どれも類似した発現パターンを示し、いくつかの類型に分類でき

ることをin situ hybridizationによる発現解析から明らかにした。またネッタイツメガエルにおいて、幼生の四肢
再生では筋肉形成に関わる遺伝子を発現するが、成体の四肢再生では発現しないことをRNA-seqによる発現比
較から以前に示していた。これら遺伝子と四肢の再生能力との対応を更に裏付けるために、成体でも四肢をほ

ぼ完全に再生できるイベリアトゲイモリでこれら遺伝子の断片をクローニングするとともに、先行研究

（Takeuchi and Matsubara et al., 2022）を参考にしてイモリでのin situ hybridizationを研究室で行えるように
し、発現解析の準備を進めた。

　今後はこれら筋肉関連の遺伝子の発現パターンの解析をネッタイツメガエルに加えてイベリアトゲイモリで

も行い、筋肉形成の有無との対応を更に明らかにする予定である。

アフリカツメガエルにおいて四肢再生と皮膚再生での遺伝子発現をRNA-seqで比較した研究の成果について
は、2025年度の早い時期に国際誌への投稿を予定している。

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

9 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-30

部局 (Department)
理学研究院生物科学部門形態機

能学分野

氏氏名名 (Name): 中野　亮平
所所属属機機関関 (Institute)
北海道大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
教授

E-Mail

統合ゲノミクス共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative genomics

24NIBB454

植物常在性細菌が分泌するタンパク質の同定と機能解析

吉田　拓也

島﨑智久：北海道大学大学院教育推進機構　助教 / Tomohisa SHIMASAKI: Hokkaido University, Institute for the
Advancement of Graduate Education, assistant professor
稲垣裕介：北海道大学理学部　学部生 / Yusuke INAGAKI: Hokkaido University, Faculty of Science,
undergraduate student
重信秀治：基礎生物学研究所　トランスオミクス解析室　教授 / Shuji SHIGENOBU: NIBB Trans-Omics
Facility, Professor
森友子：基礎生物学研究所　トランスオミクス解析室　技術職員 / Tomoko MORI: NIBB Trans-Omics Facility,
technical staff
牧野由美子：基礎生物学研究所　トランスオミクス解析室　技術職員 / Yumiko MAKINO: NIBB Trans-Omics
Facility, technical staff

シロイヌナズナ根圏常在細菌であるR129_Eは，宿主植物の生長と免疫応答の制御に干渉し，免疫の過剰活性化
による生育阻害を抑制することができる。本共同研究課題は，質量分析によりこの活性を担う分子を同定する
ことを目的とする。大量培養したR129_E株の培養上清を超遠心に供することで得られる沈殿画分に免疫干渉能
が検出できることを見出しており，この画分を回収してトリプシンにより消化し，質量分析を行った。R129_E
と同じRhizobiales目に属しながらも免疫干渉能を持たないRoot142株を対照群として用いた。分析の結
果，R129_E由来の超遠心画分にのみ同定されるタンパク質が複数同定され，これらが宿主免疫干渉能を担う候
補物質として考えられた。今後，サンプル数を増やして反復実験を行うとともに，同定された候補物質をコー
ドする遺伝子のノックアウト変異株の作出・解析を行い，免疫干渉能を担う細菌遺伝子・因子の同定を目指
す。

本共同利用研究によって得られた成果は，国際有力科学誌に論文として発表するとともに，国内外の関連学
会・研究集会において発表する予定である。

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

1 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

2025-04-24

部局 (Department)
大学院医学系研究科

氏氏名名 (Name): 深田　正紀
所所属属機機関関 (Institute)
名古屋大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
教授

E-Mail

統合ゲノミクス共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative genomics

24NIBB455

シナプス機能制御因子群のプロテオミクス解析

吉田　拓也

深田正紀: 名古屋大学大学院医学系研究科　教授 / Masaki Fukata: Nagoya university, graduate school of
medicine, professor
吉田拓也: 基礎生物学研究所超階層生物学センター　准教授 / Takuya Yoshida: National Institute for Basic
Biology, Trans-Scale Biology Center, associate professor
深田優子: 名古屋大学大学院医学系研究科　准教授 / Yuko Fukata: Nagoya university, graduate school of
medicine, associate professor
横井紀彦: 名古屋大学大学院医学系研究科　講師 / Norihiko Yokoi: Nagoya university, graduate school of
medicine, lecturer
宮﨑裕理: 名古屋大学大学院医学系研究科　助教 / Yuri Miyazaki: Nagoya university, graduate school of
medicine, assistant professor
江川孝彦: 名古屋大学大学院医学系研究科　研究員 / Takahiko Egawa: Nagoya university, graduate school of
medicine, researcher
牧野由美子: 基礎生物学研究所超階層生物学センター　技術職員 / Yumiko Makino: National Institute for Basic
Biology, Trans-Scale Biology Center, Technical Staff

我々は、脳高次機能の基本機能単位であるシナプス伝達を制御する分子機構、さらには脳病態におけるその破

綻機構について研究を行っている。具体的には、脳の速い興奮性シナプス伝達の大部分を司るAMPA型グルタ
ミン酸受容体（AMPA受容体）の足場蛋白質“PSD-95”の制御機構に着目している。PSD-95はシナプス後肥厚部
（PSD）に濃縮し、シナプス膜蛋白質をPSDで裏打ち（アンカリング）することで、シナプス伝達やシナプス
形成の中核的な役割を果たす。我々はPSD-95がPSDに濃縮するためには、パルミトイル化脂質修飾が必要不可
欠であることに着目し、PSD-95のパルミトイル化/脱パルミトイル化酵素群を見出してきた。また、PSD-95に
結合するLGI1–ADAM22複合体を見出し、この複合体がPSD-95を含むシナプス間の蛋白質配列（シナプスナノ
カラム）の形成に重要であること、複合体形成の破綻がてんかんの原因になることを見出した。本研究ではこ
れらシナプス機能制御因子群の生理機能を明らかにするために、結合蛋白質や基質蛋白質の同定を目指す。こ

れまでにもマウス脳からADAM22やLGIファミリー蛋白質を免疫沈降した試料を用いて、トランスオミクス解析
室の支援の元に共沈降蛋白質の同定を進めてきてきた（PNAS 118, e2022580118, 2021; Cell Rep. 37, 110107,
2021; Cell Rep 43, 113634, 2024)。2024年度はマウス脳におけるPSD-95への結合蛋白質を網羅的に検出するた
めに、免疫沈降の条件の検討を進めた。また、神経細胞におけるパルミトイル化状態を検出するための薬剤処

理の条件の検討を進め、質量分析に供するサンプルの作製を行った。その他、PSD-95の制御蛋白質への結合蛋
白質を解析するための条件について、トランスオミクス解析室と情報共有しながら検討を進めた。これら試料

の2025年度での解析によって研究が進歩することが期待される。

2024年度以前にトランスオミクス解析室との共同研究によって同定したPSD-95の制御蛋白質への結合蛋白質に
ついて、その生理機能の解析を現在進めており、2025年度中での投稿を目指している。2024年度で試料作製の
条件を検討し、2025年度の測定で得られる成果についても、順次、論文として発表していく。

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.
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9. 参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10. 備考 / Remarks, if
necessary

11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

0 人 / students.

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-18

氏氏名名 (Name): 立田　晴記
所所属属機機関関 (Institute)
九州大学

電電話話 (Phone no.)

部部局局 (Department)
大学院理学研究院　生物科学部

門

FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
教授

E-Mail

統合ゲノミクス共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative genomics

24NIBB456

異なる染色体レース間に見られる遺伝構造：サッポロフキバッタを用いた解析

重信　秀治

立田　晴記：九州大学大学院理学研究院　教授/Haruki TATSUTA: Kyushu University, Graduate School of
Science, Professor
佐藤　行人：琉球大学医学部　講師/University of the Ryukyu, Faculty of Medical Science, Lecturer
陰山　大輔：国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構　上級研究員/Institute of Agrobiological
Sciences, National Agriculture and Food Research Organization (NARO), Principal Scientist
長峯　啓祐：国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構　研究員/Institute of
Agrobiological Sciences, National Agriculture and Food Research Organization (NARO), Researcher

〔成果〕　

前年度にFlexible RADseq解析から取得したSNP情報について、STACKSソフトウエアで出力したデータを再解
析し、異なる染色体レースが交わっている接触帯における遺伝構造を地域間で比較した。また解析に利用する

標本を追加で採集した。

〔考察及び展望〕　

データ分析後にRADseq解析を追加実施し、広範な地域を対象に集団遺伝解析をおこなう予定である。追加分析
の際、解析プロトコルの事前打ち合わせを実施する予定。標本の追加サンプリングも実施する。

現在とりまとめている成果を2025年度中に最低1報投稿する．

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

1 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-17

部局 (Department)
大学院医学研究科

氏氏名名 (Name): 松波　雅俊
所所属属機機関関 (Institute)
琉球大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
助教

E-Mail

統合ゲノミクス共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative genomics

24NIBB457

新規モデル生物イベリアトゲイモリのゲノム情報整備

内山　郁夫

鈴木 賢一：基礎生物学研究所 特任准教授
鈴木 美有紀：California Institute of Technology 日本学術振興会海外特別研究員
奥村 晃成 ：兵庫県立大学 研究員
林 利憲：広島大学 教授
福井 彰雅 ：中央大学 教授

SequelIIeを中心としたロングリードシークエンサーによって解読された実験系統のイベリアトゲイモリのゲノ
ム情報を整備が完了した。これに伴い、種々のゲノム解析を実施し、以下のことが明らかになった。

・イモリのゲノムの巨大化は、主にDNAトランスポゾンおよびレトロトランスポゾンの急速な増加が原因で
あった。

・他の脊椎動物では共通して見られる発生関連遺伝子のいくつかが有尾両生類では欠失していることが示唆さ

れた。一方で配偶行動に関連する遺伝子は重複により増加していた。

・繰り返し配列の増加に伴ってゲノム上の遺伝子領域は間延びしていたが、遺伝子発現を制御する重要なエン

ハンサーは非コード保存領域として種を超えて保存されていた。特に四肢の発生・再生に関与するshh遺伝子の
エンハンサーは6Mbp離れたところに保存されていた。
今後は、これらの成果をまとめるとともに、我々が既に取得しているHi-Cシークエンスによる遠位の染色体領
域の相互作用情報を活用することで、更にゲノム情報の精度を上げることを目標とする。また、整備されたゲ

ノム情報を公開に先んじて研究者コミュニティに共有することで大学院生を筆頭著者とした2報の学術論文が発
表された（備考欄参照）。

研究成果は現在、学術論文として投稿中である。また、ゲノム情報はブラウザー等を整備し、公開する予定で

ある。

○ なし / No.  　 ● あり / Yes.

4 人 / students.

添付資料あり

Tozawa S, Matsubara H, Minamitani F, Kamei Y, Saida M, Asao M, Suzuki KT, Matsunami M, Shigenobu S,
Hayashi T, Abe G, Takeuchi T. 2025. Novel function of Hox13 in regulating outgrowth of the newt hindlimb bud
through interaction with Fgf10 and Tbx4. Development, Growth & Differentiation, 67:10-22.
以下の論文はファイルサイズの関係で添付できなかった。

Morozumi R, Okamoto K, Enomoto E, Tsukamoto Y, Kyakuno M, Suzuki N, Tazawa I, Furuno N, Ogino H,
Kamei Y, Matsunami M, Shigenobu S, Suzuki KT, Uemasu H, Namba N, Hayashi T. 2025. Urodele amphibian
newt bridges the missing link in evo-devo of the pancreas. Developmental Dynamics, in press.
https://doi.org/10.1002/dvdy.763
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-01

部局 (Department)
応用生物学部

氏氏名名 (Name): 大場　裕一
所所属属機機関関 (Institute)
中部大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
教授

E-Mail

統合ゲノミクス共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative genomics

24NIBB458

ホタルにおける発光形質の進化プロセスの解明と地域個体群の保全を志向した、ポストホタルゲノムとしての

メタボロミクスとリシーケンス解析

重信　秀治

山口勝司：基礎生物学研究所トランスオミクス解析室　技術職員
別所-上原学：名古屋大学理学研究科　特任助教

ヘイケボタルのpupalRNAiとlarvalRNAiを行った。ノックダウンした遺伝子はdoublesex(dsx）で、雌雄両方
に対して実施した。性文化を司るdsxのノックダウンから、明確な性的二型を示す成虫発光器の形態への効果を
期待したが、予想外にも発光パターンに対しての効果が認められた。野生下において、地上に着地したオスは

点滅の点灯時（フラッシュ）に発光強度の振幅（またたき）が伴うことが知られているが、未交尾のメスには
そのようなまたたきは認められない（Takatsu, Minami & Oba, 2023. Scientific Reports）。ところが、dsxを
ノックダウンしたオス個体は、larvalRNAiにおいてもpupalRNAiにおいても、またたきの消失または減退が見ら
れ、メスの発光パターンに近づいた。一方、メスにおいては、RNAiを行っても発光パターンに変化は認められ
なかった。このことは、オスのまたたきシグナルは進化的に後からオス特異的に獲得された形質であり、これ

がヘイケボタルにおいて雌雄識別のひとつのパラメータとなっていることを示唆する。今後は、解析数を増や

して統計学的な検証が必要である。

　また、メタボロミクスについても解析の準備を進めた。ホタルのメタボロミクス解析で最も重要なホタルル

シフェリンの生合成に着目して、ルシフェリンが生合成されると考えられる蛹期の低分子有機化合物の分析を

試みた。まずはそのために、有機化学的にルシフェリン生合成中間体と考えられる化合物（Kato, Tsuchihashi,
Oba & Nishikawa, 2024. Scientiic Reports）の安定同位体標識体の合成を試み、いくつかの標品を得た。現在は
これをヘイケボタルのさまざまなステージの蛹に対してインジェクトし、ルシフェリンへの取り込みを行う予

定で準備を進めている。

RNAiの成果を今後発表予定。
新たなルシフェリン生合成中間体の特定を今後発表予定。

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

2 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-29

氏氏名名 (Name): 後藤　晋
所所属属機機関関 (Institute)
東京大学

電電話話 (Phone no.) 

部部局局 (Department)
大学院農学生命科学研究科

FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
准教授

E-Mail

統合ゲノミクス共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative genomics

24NIBB459

局所適応のモデルとなりうるマツ科針葉樹トドマツ（Abies sachalinensis）のゲノム解読

重信　秀治

山口勝司

後藤　晋

蔡　昕傑
石塚　航

北村系子

内山憲太郎

・基礎生物学研究所との共同研究で得られたHifiロングリードシーケンスデータからトドマツのミトコンドリア
ゲノムのアセンブリを行い、ブランチ状のマスターサークルとシングルサークルからなる複雑な構造であるこ

と、55のコード領域の遺伝子が存在することを明らかにした。
・トドマツ全ゲノムについて、基礎生物研究所にDNAの抽出とライブラリ作成をお願いし、先進ゲノム支援か
らの協力を得て国立遺伝研究所にてHifiロングリードシーケンスのデータを得ることにより、最終的に
650Gb（x40以上）のトドマツの全ゲノムシーケンスデータを得た。アセンブリについても、先進ゲノム支援か
らの東大新領域の支援も得て、遺伝子のアノテーションについてほぼ完成した状態となっている。

・ミトコンドリアのゲノム解読については蔡を筆頭とする論文を執筆し、現在、BMC Plant Genome誌に投稿
中である。

・全ゲノムについては、現在、Hi-C解析を進めており、染色体レベル、半数体レベルの解像度の高いゲノム
データを構築中である。これらについても、まとまったところで論文として公表する予定である。

○ なし / No.  　 ● あり / Yes.

1 人 / students.

トドマツアセンブリ、トドマツゲノムに関する概要についてエクセルデータを2つ添付した。
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-24

部局 (Department)
大学院医学研究科細胞生化学分

野

氏氏名名 (Name): 嶋田　逸誠
所所属属機機関関 (Institute)
名古屋市立大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
講師

E-Mail

統合ゲノミクス共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative genomics

24NIBB460

一次繊毛関連たんぱく質の解析

吉田　拓也

橋本寛　名古屋市立大学大学院医学研究科細胞生化学分野　助教

目的

本研究の目的は、一次繊毛に局在するタンパク質を同定し、神経幹細胞の多分化能および自己複製能に関わる

機能的メカニズムを解明することにより、脳形成の基盤となる分子機構を明らかにすることである。

実験内容

本研究では、一次繊毛によって制御される神経幹細胞の機能解析を目的として、近接標識法を用いた解析を

行った。まず、一次繊毛に特異的にEGFP-APEX2を発現するiPS細胞（cilia-EGFP-APEX2 iPS細胞）を作製
し、これを用いて脳オルガノイドを構築した。得られたオルガノイドを37℃で45分間、0.5 mMビオチンフェ
ノールで処理した後、タンパク質を単離した。さらに、ストレプトアビジン磁性ビーズを用いて4℃で一晩撹拌
し、ビオチン化タンパク質を回収した。精製したペプチドをトリプシン処理により調製し、質量分析装置を用

いて網羅的なタンパク質同定を実施した。

結果と今後の方針

オルガノイドからのタンパク質単離やビオチン化タンパク質の精製において、サンプル調整が不十分であった

ため、ケラチンなどのコンタミネーションが多く認められた。その結果、得られた質量分析のデータを解析し

ても、明確な結果に至らなかった。

現在、本学に新たに質量分析装置が導入されたことに伴い、本研究計画は当大学に移行し、今後は同装置を活

用して引き続き詳細な解析を進めていく予定である。

未定

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

0 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-28

部局 (Department)
白眉センター

氏氏名名 (Name): 安藤　俊哉
所所属属機機関関 (Institute)
京都大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
特定准教授

E-Mail

統合ゲノミクス共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative genomics

24NIBB461

ナミテントウ・キチョウ・ゾウムシの種内多型のゲノムワイド連関解析

重信　秀治

安藤　俊哉：京都大学白眉センター　特定准教授
家木　壮一：京都大学農学研究科　大学院生
荒木　祥文：京都大学農学研究科　研究員
山口　勝司：自然科学研究機構基礎生物学研究所　技術職員　

本研究では、これまでに取得したゲノム配列を活用して昆虫の色彩に関するゲノムワイド連関解析を行った。

ナミテントウの同胞交配個体224匹・スナムグリヒョウタンゾウムシゾウムシの野外集団個体64匹からゲノム
DNAを抽出し、fddRAD-seqのプロトコールに従いライブラリ調製を進め、シークエンス解析を行った。
今後、QTL解析で同定した表現型と関連するゲノム領域に座位する遺伝子の中から、着目組織で高発言をする
遺伝子に関してRNA干渉による機能解析を進める。

原著論文

Soichi YEKI, Kagayaki KATO, Teruyuki NIIMI, Toshiya ANDO, Molecular basis of sexual dimorphism of the wing
color patterns in the harlequin ladybug Harmonia axyridis for the study of its evolution, 論文投稿準備中
国際学会

Soichi YEKI, Kagayaki KATO, Teruyuki NIIMI, Toshiya ANDO, Evolution and development of sexual dimorphism
of wing color patterns in the harlequin ladybug, Harmonia axyridis, Euro Evo Devo 2024, Arthropod Sattelite
Meeting, Helsinki, Finland, June 24-25 (ポスター発表・査読なし)
Soichi Ieki, Toshiya Ando, Teruyuki Niimi, Kagayaki Kato, doublesex regulates color pattern fluctuation in the
harlequin ladybug Harmonia axyridis, International Conference of Entomology 2024, Kyoto, Japan, August 25-
30, 2024（口頭発表・招待講演）
Toshiya Ando, Taro Nakamura, Yuji Matsuoka, Teruyuki Niimi, A genome editing approach to explorethe origin
of color pattern diversification in ladybugs, EuroEvoDevo 2024, Arthropod Satellite Meeting, The University of
Helsinki, Helsinki, June 24-28, 2024 (ポスター発表・査読なし)

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

1 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-05-08

部局 (Department)
理工学部

氏氏名名 (Name): 藤吉　弘亘
所所属属機機関関 (Institute)
中部大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
教授

E-Mail

統合ゲノミクス共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative genomics

24NIBB462

マウス版 Geneformerを用いたヒトとマウスの遺伝子操作実験シミュレーション

重信　秀治

・藤吉 弘亘：中部大学理工学部 教授 / Hironobu FUJIYOSHI: Chubu University, college of science and
engineering, professor
・重信 秀治：基礎生物学研究所超階層生物学センター 教授 / Shuji SHIGENOBU: National Institute for Basic
Biology, Trans-Scale Biology Center, professor
・山下 隆義：中部大学工学部 教授 / Takayoshi YAMASHITA: Chubu University, college engineering, professor
・平川 翼：中部大学AI数理データサイエンスセンター 講師 / Tsubasa HIRAKAWA: Chubu University, Center
for mathematical Science and artificial Intelligence, lecturer

本研究では、マウス版Geneformerである「Mouse-Geneformer」の開発に成功した。本モデルは、先行研究で
あるヒト版Geneformerを基盤とし、最先端のAI技術であるTransformer Encoderアーキテクチャを用いて、
2,100万細胞に及ぶマウス単一細胞遺伝子発現データを事前学習させた、遺伝子領域における大規模基盤モデル
である。

Mouse-Geneformerを用いることで、遺伝子発現データに基づくマウス細胞の細胞型分類や、細胞内の遺伝子発
現変化の予測が高精度で可能であることを実証した。従来手法と比較して細胞型分類の精度が向上し、さらに

in silicoによる遺伝子摂動実験を通じて、疾患に関連する可能性のある遺伝子の特定が可能であることを示し
た。

加えて、本モデルをヒトデータに応用する異種間解析手法を提案した。相同遺伝子変換を介してヒトのデータ

をMouse-Geneformerで解析することで、ヒト版Geneformerと同等の精度でヒト細胞の細胞型分類が可能であ
ることを確認した。マウスの遺伝子発現データは、ヒトに比べて豊富に収集・公開されており、また、ヒトで

は技術的・倫理的に困難な実験データも取得可能である。したがって、Mouse-Geneformerと異種間解析技術の
組み合わせは、創薬や疾患研究における基盤的情報として、今後大きな貢献が期待される。

Ito K, Hirakawa T, Shigenobu S, Fujiyoshi H, Yamashita T (2025) Mouse-Geneformer: A deep learning model for
mouse single-cell transcriptome and its cross-species utility. PLoS Genet 21(3): e1011420.
https://doi.org/10.1371/journal.pgen.1011420

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

1 人 / students.

添付資料あり（関連論文）
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-28

部局 (Department)
水産大学校

氏氏名名 (Name): 山崎　康裕
所所属属機機関関 (Institute)
水産研究・教育機構

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
准教授

E-Mail

統合ゲノミクス共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative genomics

24NIBB463

有害赤潮原因種ヘテロカプサの毒性発現機構の解明

内山　郁夫

・紫加田 知幸：水産研究・教育機構水産技術研究所　主任研究員
・北辻 さほ：水産研究・教育機構水産技術研究所　主任研究員

有害赤潮の原因種である渦鞭毛藻Heterocapsa circularisquama（以降，ヘテロカプサ）は，貝類に極めて強い
毒性を示す。先行の生化学的な研究により，ヘテロカプサの毒素は膜タンパク質であると推定されているが，
短時間で速やかに失活するため，毒素の精製が不可能である。そこで本研究では，毒性発現に関わる遺伝子群
の特定を目的として，毒性の異なるヘテロカプサ株間における各種遺伝子発現量の比較解析を実施した。本年
度は，トランスクリプトーム解析を実施した全5株のヘテロカプサ（10-8ax，9-9ax，Kamoax04，10-5，およ
びHAG）を100 cells/mLおよび1000 cells/mLでワムシに暴露した。その結果，いずれの細胞密度においても10-
8株とax04株のみでワムシのへい死が認められた。次に，5株よりRNAを抽出し，RNA-seq解析に供した。解析
の結果，強毒株および弱毒株で共通して高発現の遺伝子が，それぞれ11個および21個見出された。なお，推定
機能などの詳細は，現在解析中である。

今後，ヘテロカプサの毒性や毒性発現メカニズムに関する成果は，論文や学会発表等にて発表する予定であ
る。

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

0 人 / students.

特になし。
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-29

部局 (Department)
発達障害研究所　

職 (Job Title)
研究員

氏氏名名 (Name): 加藤　君子
所所属属機機関関 (Institute)
愛知県医療療育総合センター

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) E-Mail

統合ゲノミクス共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative genomics

24NIBB464

初期胚発生過程におけるゲノム制御機構の探索

内山　郁夫

西出浩世：基礎生物学研究所情報管理解析室　技術職員
浅井真人：愛知県医療療育総合センター発達障害研究所障害モデル研究部　部長

X染色体不活性化(X chromosome inactivation: XCI)は、女性のもつ２本のＸ染色体のうち１本を不活性化する遺
伝子発現制御機構である。XCIが起こらない個体では胎生致死となる。XCI研究はモデル動物であるマウスでは
精力的に進められているが、ヒトでは倫理的な問題もあり、研究が進んでいない。さらに、ヒトではマウスと

は異なるXCI制御機構が存在することも明らかになっている。このため、ヒト固有のXCI制御機構の探索は生物
学的に重要である。本研究では、近年開発されたヒト初期胚モデル細胞作製法や申請者独自の方法を用いて、

XCI解析が可能な細胞の作製を目指した。今年度は作製したヒト初期胚モデル細胞のRNA-seqデータをもとに、
XCI状態の解析と、各クローンの分類を進めた。今後もこの解析を続け、XCI制御メカニズム解明のための手掛
かりを見出したい。

2025年度中には解析結果を報告したい。

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

0 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-05-02

部局 (Department)
両生類研究センター

氏氏名名 (Name): 鈴木　誠
所所属属機機関関 (Institute)
広島大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
助教

E-Mail

統合ゲノミクス共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative genomics

24NIBB465

ネッタイツメガエル近交系の表現型多型のQTL解析

重信　秀治

島本 百香：広島大学大学院統合生命科学研究科 大学院生
井川 武：広島大学両生類研究センター 准教授

ネッタイツメガエルは発生生物学のモデル四足動物で、小さな2倍体ゲノムを持ち遺伝子改変が容易で性成熟ま
での時間が短い等、遺伝学研究に適した特性を備える。また、全ゲノム情報が整備され、近年では生理・医学

研究での利用も進んでいる。広島大学では20年以上の兄妹交配によりネッタイツメガエルの近交系が確立され
ており、標準系統のNigerian A (NA)を中心に主要4系統 [NA, Nigerian H (NH), Nigerian BH (NBH), Ivory Coast
(IC) ]の遺伝学的解析が進められてきた。本研究では、ddRAD-seqによるQTL解析を実施することにより、これ
ら近交系系統で見出された特徴的な形態および行動に関する形質の遺伝的基盤を明らかにすることを目的とし

た。

本年度は、交雑F2世代の表現型の解析を実施した。その結果、外部形態を含む複数の特徴について、近交系お
よびF1世代の中間的な形質が確認された。さらにF2個体の前肢の指を採取し、QuickGene DNA Tissue Kit Sを
用いてDNAを抽出した。同様に、近交系とF1個体からもDNAを抽出のうえddRAD-seq解析を実施し、配列デー
タ取得を完了した。また解析前には、シミュレーションにより、用いる制限酵素やフラグメントサイズを適切

に決定した。今後は、近交系系統のSNPデータを基に配列データから連鎖地図を作成し、DNAマーカーを選定
する。そして、解析済みの表現型に関してQTL解析を行い、責任遺伝子の候補領域を同定する。責任遺伝子候
補領域の同定後は、候補遺伝子の発現・配列解析、およびゲノム編集個体の表現型解析を行い、表現型多型に

関与する遺伝子を同定する。

得られたデータは準備が整い次第、学会や論文等で速やかに公表する。

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

1 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-30

部局 (Department)
大学院生命科学研究科

氏氏名名 (Name): 谷本　拓
所所属属機機関関 (Institute)
東北大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
教授

E-Mail

統合ゲノミクス共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative genomics

24NIBB466

エダアシクラゲのメタボローム・ペプチドーム解析から紐解く食欲調節機構の進化

吉田　拓也

重信 秀治：基礎生物学研究所トランスオミクス解析室 教授
トーマ ブラディミロス：東北大学大学院生命科学研究科 助教
森 友子：基礎生物学研究所トランスオミクス解析室 技術職員
牧野 由美子：基礎生物学研究所トランスオミクス解析室 技術職員

本共同利用研究では、刺胞動物門に属するエダアシクラゲ（Cladonema pacificum）を用いてメタボローム解析
およびペプチドーム解析を行い、神経系による食欲制御システムの進化的起源を明らかにすることを目的とし

た。このため、異なる摂食状態でこれらのオミクス解析を行うことで、食欲に関連して変動する分子を網羅的

に同定することを目指す。具体的には、LC-MS/MSを用いて以下の2点を実施する。
(1)エダアシクラゲ成体からのメタボローム・ペプチドーム解析
(2)摂食状態依存的に変化するメタボローム・ペプチドームの定量
今年度は、新規モデル生物開発共同利用研究「エダアシクラゲを用いた新規刺胞動物モデルの研究基盤構築と

研究者コミュニティの形成」において構築されたエダアシクラゲのトランスクリプトーム・ゲノムデータベー

スとLC-MSを組み合わせ、エダアシクラゲ成体の各部位から予備的なペプチドーム解析を行った。3種類の固相
抽出法を試し、サンプル調整の最適化を図った。その結果、数十の翻訳後修飾を含む新たなペプチドを同定す

ることに成功し、上記アプローチの有効性を確認した。

今後はより高分離能を備えた検出手法について検討し、低分子神経伝達物質を標的としたメタボローム・ペプ

チドーム解析を行う。さらに、満腹または空腹状態のエダアシクラゲ個体からサンプリングした試料を用い

て、摂食状態に伴って発現が変化するペプチドの網羅的な同定を試みる。異なる摂食状態および組織間の比較

オミクスにより、エダアシクラゲの食欲を調節する分子基盤の全体像を明らかにする。

次年度に計画している解析の結果が得られ次第、学術誌や学会で発表する予定である。

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

0 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-15

部局 (Department)
人工光合成研究センター

職 (Job Title)
准教授

氏氏名名 (Name): 藤井　律子
所所属属機機関関 (Institute)
大阪公立大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) E-Mail

統合ゲノミクス共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative genomics

24NIBB467

イメージング質量分析を利用したラットの脳内神経伝達物質の分布解析

吉田　拓也

・下中 智美： 大阪公立大学 研究推進課 技術職員 / Tomomi SHIMONAKA: Osaka Metropolitan University,
Technical staff
・辻 雅弘： 京都女子大学家政学部食物栄養学科 教授 / Masahiro T SUJI: Kyoto Women’s Uniersity, Department
of Food and Nutrition, Faculty of Home Economics, Professor
・森 友子： 基礎生物学研究所 技術職員 / Tomoko MORI: NIBB, Technical staff
・牧野 由美子： 基礎生物学研究所 技術職員 / Yumiko MAKINO: NIBB, Technical staff

注意欠如多動性障害や自閉症スペクトラム障害等の発達障害を高率に来す低出生体重児のモデルとして、独自

に開発した子宮内低灌流―低出生体重モデルラットの示す多動や社会性低下を脳内の神経伝達物質の変化と紐
付ける目的で、イメージング質量分析を使用するために、今年度は手法の各ステップのプロトコルを精査し

た。7月末に講習を受け、その後数回訪問してテストサンプルの測定を実施した。個別の検討項目は下記の様で
ある。

（１）標準マトリクス以外の通常使用しているマトリクスによる塗布条件を検討した。
（２）誘導体処理をマトリクス塗布装置で行うための条件検討を実施した。（神経伝達物質をターゲットとす
る場合、通常のマトリクス塗布の前に誘導体化処理を行う必要がある。）
（３）実際にラット脳切片を用いてMS測定を行った。
（４）データ処理を行った。
一連の計測はできたが、未だ課題が残っているため、次年度も継続して条件検討から開始し、上半期に確立

し、後期には実際の測定を行う計画とする。

（１）クロアチアでの国際会議で本研究を含む成果を発表した。
Masahiro Tsuji, Misaki Hioki, Jagraj Thandi, Zoltán Molnár, Tokiko Nagamura, Ritsuko Fujii, Neurotransmitter
levels in a rat model of fetal growth restriction and their possible modulations by a cell therapy, 20240909-12,
Evolution and Development of Nervous Systems, ZADAR, Croatia

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

0 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-14

部局 (Department)
分野横断研究ユニット

職 (Job Title)
助教

氏氏名名 (Name): 星野　敦
所所属属機機関関 (Institute)
基礎生物学研究所

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 
-

E-Mail

統合ゲノミクス共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative genomics

24NIBB468

アサガオの青い花色の形成機構

吉田　拓也

牧野由美子：トランスオミクス解析室 技術職員
梅原響々花：分野横断研究ユニット 博士1年

アサガオの青い花を彩るアントシアニン色素の生合成経路を解明することを目的として、アントシアニンの5位
にグルコースを結合させる配糖化酵素（以下、5GT）の特定を試みた。材料には、ソライロアサガオのツボミ
から抽出し、粗精製の各ステップで得られた8種類の酵素画分を使用した。各画分については事前に5GT活性を
測定しており、活性と存在量が相関するペプチドを5GT由来と推定した。これらの酵素画分（各100 µL）は、
牧野技術職員の指導のもと、ヨードアセトアミドによる還元アルキル化、トリプシン処理、脱塩処理を経て、

50%アセトニトリルに溶解した。質量分析にはOrbitrap Eliteを使用し、データ解析にはProteome Discovererを
用い、検索エンジンとしてMascotを利用した。ソライロアサガオのゲノム配列は未解読であるため、花弁の
Iso-Seqにより得られた転写産物（CDS）データベースおよびアサガオのアミノ酸配列データベースを参照デー
タとして用いた。解析の結果、5GT活性の高い2つの画分に共通するペプチドを30種弱検出することができた。
しかし、両画分の5GT活性と存在量の相関が見られるペプチドは得られず、5GTの同定には至らなかった。原
因として、ペプチドの総量が少なかった可能性が指摘されており、今後はスタート量を増やして再度分析を行

う予定である。

なし

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

1 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-30

部局 (Department)
Bioinformation and DDBJ
Center

氏氏名名 (Name): Kirill Kryukov
所所属属機機関関 (Institute) 
National Institute of Genetics

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
特命准教授 (Specially Appointed 
Associate Professor)
E-Mail
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24NIBB469

Analysis of Helicobacter pylori synteny

内山　郁夫

N/A

We are analyzing the dataset of Helicobacter pylori genome data. We use all available complete genomes of H.
pylori, for which we conducted gene annotation. In FY 2024 we made progress in the development of method
and constructing the data analysis pipeline for analysing genome rearrangements. We moved our data analysis
to the RCCS supercomputer and adapted our tools to that enviroment. In the future we will continue this analysis
in order to understand the history and relationships of H. pylori strains by using the information from gene order
and synteny blocks.

Currently the project is still in progress, but we are aiming to eventually publish the results of our collaborative
investigation.

○ なし / No.  　 ● あり / Yes.

0 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-30

部局 (Department)
医学部

氏氏名名 (Name): 勝山　裕
所所属属機機関関 (Institute)
滋賀医科大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
教授

E-Mail

統合ゲノミクス共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative genomics
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ニューロンゲノムのロバストネス機構の解明

重信　秀治

勝山裕：滋賀医科大学　解剖学講座　教授
井原大：滋賀医科大学　解剖学講座　助教
Sunjidmaa Zolzaya：滋賀医科大学　解剖学講座　大学院生

変異マウスとその同腹仔コントロールの大脳皮質から抽出したDNAからcDNAライブラリーを作成した。
作成したライブラリーは以下の通り。

1. Sbno1/p53二重欠損マウスとそのコントロールの受精後18日胚の大脳皮質
2.自閉症関連Sbno1点突然変異マウスとそのコントロールの出生直後の大脳皮質
3.Sbno1欠損から摘出した海馬体の歯状回、CA1,CA3とそのコントロール。出生3日後、出生7日後
現在、これらのcDNAは次世代シーケンサーによる解析に送られており、シーケンス結果が得られ次第、本支援
の元で解析を進める。

また、CUT&Tag解析、DRIP-seq解析についてもプロトコルを共同で作成し、随時これらの解析を進めていく。

シーケンスの解析が間に合えば、本年度の日本神経科学会と日本解剖学会で発表の予定である。

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

1 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-28

部局 (Department)
生命科学部

氏氏名名 (Name): 金井　雅武
所所属属機機関関 (Institute)
東京農業大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
准教授

E-Mail

統合ゲノミクス共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative genomics

24NIBB471

HBV-POLの機能に関わる相互作用タンパク質の解析

吉田　拓也

該当なし

HBVのゲノムDNAにコードされているHBV-POLは治療薬の優良なターゲットであるが、活性を保持した完全長
のタンパク質発現が困難であるため研究が進んでいない。本研究では当研究グループが開発したIn house無細
胞蛋白発現系を利用し、HBV-POLタンパク質と相互作用するヒトタンパク質の同定を進めた。タンパク質安定
性の異なる複数の変異HBV-POLを発現させ、プロテオミクス解析により同定された相互作用タンパク質を比較
した。その結果、安定性に不可欠なヒトタンパク質候補を見出すことができた。これは、見出されたヒトタン

パク質の機能阻害あるいはHBV-POLの結合阻害によりHBV-POLの活性を阻害できることを示唆しており、
HBV治療薬開発に向けた新たな知見を提供する。今後は、このヒトタンパク質の詳細な解析と阻害によるHBV-
POL活性への影響を評価する予定である。

必要なデータを取得し、論文投稿を計画している。

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

0 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-03

部局 (Department)
電子科学研究所

氏氏名名 (Name): 冨菜　雄介
所所属属機機関関 (Institute)
北海道大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
特任助教

E-Mail

統合ゲノミクス共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative genomics
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縮重性を備えた神経回路網の動的制御機構の解明に向けたヒルゲノムの再解読

重信　秀治

冨菜 雄介：北海道大学電子科学研究所　特任助教
重信 秀治：基礎生物学研究所超階層生物学センター(新規モデ ル生物開発室)　教授
山口 勝司：基礎生物学研究所トランスオミク ス解析室　主任技術員
渡邊崇之：総合研究大学大学院統合進化科学研究センター　助教

報告者が生きたヒル個体サンプルを貴研究所に持ち込んで解剖してサンプルを用意した。1個体から採取したサ
ンプルを用いて、PacBio HiFiシーケンスによるロングリードシーケンスを実施し、正確なゲノム情報を取得し
た。

ゲノムアセンブリにはHifiasmを用い、ロングリードデータをもとにアセンブルを実施した。
その結果、215 の scaffold が生成された。このアセンブルされた配列を、欧州グループの野生Hirudo
verbana（ただし、染色体数から判断してこれはHirudo medicinalisの可能性が高い）の公開ゲノムデータに当て
て染色体レベルのゲノムに構築した。その結果、多くの染色体がすでに Hifiasm によって構築できているよう
に見受けられた。ただし、公開ゲノムの２番染色体に相当する領域に不一致な配列が集中していた。
また、Hirudo nipponia などのアジア産の種も加えて、4種でほぼ総当たりのD-GENIESを実行した。その結果、
1.アジア種とヨーロッパ種では、ほとんどの染色体は一致するがいくつかの染色体で逆位や染色体の断片化が
観察された。

2. medicinalis と verbana のゲノムは配列類似性が極めて高い。
3. medicinalis の2番染色体は verbana の別の常染色体の一部が再構成されて作られているように見えた。
4. nipponia と tianjinensis は染色体構成はそっくりだが配列類似性はそれほど高くない。種分化後に時間がそれ
なりに経っている可能性が高い。

2025年度は、次世代シーケンサーを用いたゲノム解読を実施し、さらに、染色体レベルでの精度の高いアセン
ブリを達成するために、ショートリードを用いたHi-C技術も併用する。
また、遺伝子配列の決定にあたっては、過去のRNAseqデータの取得に使われている手法がやや古め（リードが
短い）であるため、今後の研究展開を見据えてヒルの同定可能な神経節ごとにRNA-seqデータを収集する予定
である。まずはヒルの神経節レベル[頭部神経節（脳）, 各1~21番体節神経節, 尾部神経節をそれぞれ区別]での
質の高いRNAseqデータを自前で収集する予定である

ロングリードシーケンスのデータをHifiasmで解析した結果と、Hi-Cの解析結果とを統合し、染色体レベルでの
アセンブリを完了させ、ここに遺伝子配列の解析を追加することで、年内に１報の論文として取りまとめる予
定である。

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

0 人 / students.

添付資料あり（leech_genome_comparison.pdf→HiFiシーケンス解析結果, ヒルゲノムHiFiシーケンス実験
ノート.docx→実験ノート）
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-05-07

部局 (Department)
理学研究院

氏氏名名 (Name): 伊藤　秀臣
所所属属機機関関 (Institute)
北海道大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
准教授

E-Mail

統合ゲノミクス共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative genomics

24NIBB473

日本産トウガラシ品種の乾燥ストレス耐性評価

重信　秀治

•栂根 一夫：基礎生物学研究所 IBBPセンター 助教 / Kazuo Tsugane: NIBB, IBBP Center, Assistant Professor
•RAHMADANI PRIMANINDITA AIRLANGGA：北海道大学 大学院生命科学院 修士2年 / Master's student,
Graduate School of Life Science, Hokkaido University
•山口 勝司：基礎生物学研究所 トランスオミクス解析室 主任技術員 / Katsushi Yamaguchi: NIBB, Trans-Omics
Facility, Chief Technician

本研究では、日本各地で栽培されている2品種の在来トウガラシ（札幌大長南蛮、鷹の爪）を対象に、乾燥スト
レス応答性の違いを分子レベルで解析した。RT-qPCRによりCaMYB31, Pun1, CaADIK1など乾燥応答遺伝子の
発現を定量し、品種ごとの応答パターンの違いを明らかにした。さらにRNA-seqを用いて網羅的な発現プロ
ファイルを取得し、新規の乾燥応答遺伝子やスプライシングバリアントの同定を進めている。

解析は、重信教授および山口技官による支援のもと、トランスオミクス解析室の次世代シーケンサーを活用し

て高精度で実施された。乾燥ストレス耐性に関わる遺伝子ネットワークの理解が進んだことで、将来的には乾

燥耐性品種の選抜や分子育種への応用が期待される。今後は、異なるストレス条件下での比較やABA量の定量
など生化学的な解析も進め、さらなる耐性メカニズムの解明を目指す。

•日本遺伝学会（2025年9月、札幌）での発表予定
•英文学術誌 Breeding Science への投稿を予定

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

1 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

2025-04-29

部局 (Department)
応用生物学部

氏氏名名 (Name): 前島　正義
所所属属機機関関 (Institute)
中部大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
教授

E-Mail

統合ゲノミクス共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative genomics

24NIBB474

ウチワサボテンのゲノム解析

重信　秀治

前島正義：中部大学 応用生物学部 教授（現 学長）
鈴木孝征：中部大学 応用生物学部 教授
所内ご対応者

重信秀治：基礎生物学研究所 トランスオミクス解析室 教授
共同利用研究分担者

山口勝司：基礎生物学研究所 トランスオミクス解析室 主任技術員

＜成果の概要＞
ウチワサボテンは、乾燥耐性、高温耐性を主な特徴とし、その形態も特異である。植物体は根、茎節（地上

部、光合成機能をもつ、トゲ）、花および果実から構築される。茎節は食用にされ、果実は食用あるいは化粧
品素材として利用されている。学術的には、そのゲノムの詳細は未解明である。乾燥、高温に対する耐性のみ

でなく、病害耐性も認められる。これらの生理学的、形態学的な特性を遺伝子およびタンパク質のレベルで解

明することを目的とし、その基盤情報を得るために全ゲノムの解析を進める。

本共同研究は2024年11月に申請し本年1月に採択された。2024年度末に実験に着手した段階であり具体的な
成果はこれからとなる。ウチワサボテンは粘性の高い高分子多糖を多量に含むため組織からのDNA調製が難し
い。多様な生物からのDNA調製のノウハウをもつ生理学研究所において、成熟組織からではなく、幼植物組織
からDNAを調製する試みが進められている。
＜今後の展望＞

2025年度も共同研究として採択されており、DNA試料の調製が完了次第、全ゲノム解読へと進めたい。今後
の研究展開として下記を計画しており、着実に進めたい。

（1）DNA試料および全RNA試料の調製
（2）ゲノムの塩基配列の決定
（3）ウチワサボテンのゲノムサイズは不明である。研究所設置のフローサイトメトリーによる測定を依頼す
る。

（4）ゲノム配列の情報を双方で確認する。ウチワサボテンから抽出された超高分子ゲノムDNAから、シーケン
スライブラリーを作成し、研究所所有のロングリード型次世代シーケンサーPacBio社 Sequel IIe を用いて、
HiFi long readを得る。ゲノムサイズの30×程度のシーケンスのデータ量を目標とする。
（5）中部大学では、mRNAから作製した cDNAコンティグを作製し、その塩基配列の情報も得ている。その情
報が十分であるか否かを相談し、不十分であれば、mRNA試料から再度cDNAを作製し、解析する。
（6）ゲノムの遺伝情報から、コードするタンパク質等の分類を進めるとともに、高温、乾燥ストレス応答等に
関わる遺伝子、ならびにその発現調節遺伝子についても検索する。

（7）上記の環境ストレス応答の代表的な遺伝子について、ウチワサボテンにストレスをかけた後に発現変動、
組織特異性等を解析する。

実験がスタートした段階であり具体的な成果を得ていない。

今後、成果がまとまり次第、学会での口頭発表、学術誌での論文発表を行う予定である。

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.
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9. 参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10. 備考 / Remarks, if
necessary

11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

0 人 / students.

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-30

氏氏名名 (Name): 朽津　和幸
所所属属機機関関 (Institute)
東京理科大学

電電話話 (Phone no.) 

部部局局 (Department)
創域理工学部生命生物科学科

FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
教授

E-Mail

統合ゲノミクス共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative genomics

24NIBB475

傷害によりゼニゴケに誘起されるROSシグナルの標的タンパク質の探索と機能解析

吉田　拓也

山下 優音：東京理科大学大学院創域理工学研究科生命生物科学専攻 大学院生 / Yuto Yamashita: Tokyo
University of Science, Department of Applied Biological Science, graduate student
野田 啓太：東京理科大学創域理工学部生命生物科学科 学部学生 / Keita Noda: Tokyo University of Science,
Department of Applied Biological Science, undergraduate student

2025年2月7日に報告者、共同利用研究者の3名が基礎生物学研究所を訪問し、実験装置の見学と研究打合せを
行い、本研究の詳細な実験計画を立案した。

その結果に基づいて、本研究に必要な材料として以下のゼニゴケ株を作出した。

-活性酸素種(ROS)の直接標的タンパク質を検出するためのプローブ発現株
-上記の株を背景として、傷害応答時のROS生成を担う遺伝子をゲノム編集により破壊した株
また、プローブのタンパク質結合部位のCys残基をAlaに置換した対照株の作製を進めると共に、タンパク質プ
ローブ発現株を用いて標的タンパク質の最適な溶出条件の検討を進めている。

上記の実験条件の最適化が完了し次第、サンプリングを行い、基礎生物学研究所の質量分析装置を利用して、

プロテオミクス解析を進め、傷害によりゼニゴケに誘起されるROSシグナルの標的タンパク質を探索する。候
補因子を同定できたら、ゲノム編集法により候補因子の遺伝子破壊株等を作成し、逆遺伝学的解析により、候

補因子の機能を解明する。

傷害により誘起されるROSシグナルの標的候補タンパク質を探索し、逆遺伝学的解析により、その機能を解明
できれば、世界的にも新規性、重要性の高い研究に結実することが期待される。成果を国内外の学会で発表す

ると共に、原著論文として公表する予定である。

○ なし / No.  　 ● あり / Yes.

2 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-28

部局 (Department)
理学部

氏氏名名 (Name): 宮沢　豊
所所属属機機関関 (Institute)
山形大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
教授

E-Mail

統合ゲノミクス共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative genomics

24NIBB476

TurboID法によるMIZ1の細胞内動態変化制御を司るタンパク質の同定と機能解析

吉田　拓也

・秋田 幸太郎：山形大学大学院理工学研究科 大学院生 / Kotaro Akita: Yamagata University, Graduate School of
Science and Enginnering
・牧野 由美子：基礎生物学研究所 技術職員 / Yumiko Makino: National Institute of Basic Biology, Technician

本共同研究は水分屈性発現機構を明らかにするために，水分屈性に必須のタンパク質であるMIZ1と水分勾配刺
激特異的に相互作用するタンパク質をTurboIDを用いた季節ラベリングにより同定することを目的としている。
今年度は，まずMIZ1プロモーター下でGFP-MIZ1, GFP-miz1-1, GFP-miz1-5を発現するコンストラクトを発現
する形質転換体を選抜することに成功した。しかし，MIZ1の発現部位は局所的であり，発現量も多くは無い。
そのため，解析に供するためには効率よく水分勾配刺激に供したサンプルからタンパク質を回収する必要があ
る。その際，水分屈性アッセイ系をそのまま用いることは現実的では無いため，多数のサンプルに対して，よ
り効率よく水分勾配刺激を与える方法についても検討を行った。その結果，従来よりも簡便な方法で水分勾配
刺激と同等と考えられる水分刺激を大量の個体について与える処理法を開発することに成功した。それに基づ

いて，1月末に基礎生物学研究所の吉田先生，牧野技術員らと打ち合わせを行い，ビオチン化に関するアドバイ
ス，サンプルの送付方法や解析の優先順位等についてのアドバイスを頂いた。これをもとに，2025年度に実施
する比較プロテオミクス用のサンプルを調製している。

基礎生物学研究所の施設を用いた解析は2025年度を予定しており，成果発表はその後となる予定である。

○ なし / No.  　 ● あり / Yes.

1 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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統合イメージング共同利用研究 
 
24NIBB501 コンピューター断層撮影法によるツメガエル疾患関連遺伝子変異と表現型の
関連解析 
    鈴木 誠 広島大学両生類研究センター 
 
24NIBB502 長寿・老化耐性齧歯類ハダカデバネズミにおける細胞内温度制御の解析 
    三浦 恭子 熊本大学大学院生命科学研究部 老化・健康長寿学講座 
 
24NIBB503 細胞集団のパターン形成過程のトラッキング 
    大沼 清 長岡技術科学大学工学部技術科学イノベーション系 
 
24NIBB504 シロイヌナズナの葉の発生・分化における AS2 と核小体タンパク質の役割の
解明 
    小島 晶子 中部大学応用生物学部 
 
24NIBB505 Single-cell labeling to trace single neuronal precursors in zebrafish embryonic 
brain 
    Kuan Yung-Shu National Taiwan UniversityInst. of Biochemical Sciences 
 
24NIBB506 Visualization of Wnt gradients using Morphotrap 
    澤 斉 国立遺伝学研究所遺伝形質研究系 
 
24NIBB507 細胞形状から解明する原生生物の行動様式 
    西上 幸範 北海道大学電子科学研究所 
 
24NIBB508 遺伝子発現レポーターアッセイ多検体・並列解析系の構築：時間的解像度と
多点観察のバランスが取れたレポーター系の確立 
    佐藤 昌直 北海道大学大学院農学研究院 
 
24NIBB509 クマムシ類の感覚器官の機能阻害実験 
    藤本 心太 山口大学大学院創成科学研究科 
 
24NIBB510 IR-LEGO を用いたヒメツリガネゴケ光細胞操作と温度センサータンパク質
を用いた生細胞温度計測 
    玉田 洋介 宇都宮大学工学部 



 
24NIBB511 精神疾患モデル動物の脳中間表現型解析 -大脳皮質領野形成に着目して- 
    佐々木 哲也 筑波大学医学医療系 
 
24NIBB512 唾液腺細胞の Cdc42 依存性恒常性維持機構に着目した、新規放射線防御機構
の解明 
    設楽 彰子 朝日大学歯学部 
 
24NIBB513 間接発生型動物の発生と変態に関する研究 
    美濃川 拓哉 東北大学大学院生命科学研究科附属浅虫海洋生物学教育研究セン
ター 
 
24NIBB514 イモリ指発生における細胞の寄与：前肢・後肢の比較解析 
    松原 遼 鳥取大学医学部生命科学科 
 
24NIBB515 ショウジョウバエ蛹期における外部生殖器特異的熱ショック法の開発 
    高橋 文 東京都立大学大学院理学研究科 
 
24NIBB516 てんかん〜うつ・不安症モデルマウス・脳内シアル酸修飾の時空間制御 
    加藤 啓子 京都産業大学生命科学研究科（生命科学部） 
 
24NIBB517 IR-LEGO 法を用いたオオミジンコにおける細胞特異的な遺伝子発現誘導シ
ステムの開発と応用 
    加藤 泰彦 大阪大学大学院工学研究科 
 
24NIBB518 二枚貝類を用いた、比較生理学的・解剖学的研究 
    瀬尾 絵理子 公益財団法人海洋生物環境研究所中央研究所海洋生物グループ 
 
24NIBB519 ライトシート顕微鏡によるヌタウナギ前脳の立体構造の解明 
    鈴木 大地 筑波大学生命環境系 
 
24NIBB520 ライトシート顕微鏡による透明化した子宮内の胚の観察 
    藤森 俊彦 基礎生物学研究所初期発生研究部門 
 
24NIBB521 時空間高解像度イメージングによる心臓領域形成のダイナミクス 
    淺井 理恵子 熊本大学国際先端 



 
24NIBB522 脳血管系の形態形成メカニズムの解明 
    木村 英二 岩手医科大学解剖学講座・人体発生学分野 
 
24NIBB523 アフリカツメガエルの四肢再生の研究に対する IR-LEGO の適用 
    横山 仁 弘前大学農学生命科学部 
 
24NIBB524 メダカ地域集団間の椎骨数変動因子の解明２ 
    木下 政人 京都大学大学院農学研究科 
 
24NIBB525 イモリ変異体の骨パターン解析 
    竹内 隆 鳥取大学医学部 
 
24NIBB526 情動的快・不快反応の神経基盤の解明を目指したマウス全脳イメージング 
    田中 大介 東京医科歯科大学医歯学総合研究科 
 
24NIBB527 給餌条件の変化が脳内伝達物質 NPY への影響 
    沼野 利佳 豊橋技術科学大学次世代・半導体・センサ科学研究所 
 
24NIBB528 社会的行動に影響する初期神経発生の作用機序解析 
    佐藤 智美 埼玉医科大学医学部 
 
24NIBB529 ゼブラフィッシュ心臓管腔形成における力学作用機構の解析 
    福井 一 徳島大学先端酵素学研究所 
 
24NIBB530 膜翅目昆虫の性決定とカースト分化の発生制御機構の解明 
    宮川 一志 宇都宮大学バイオサイエンス教育研究センター 
 
24NIBB531 細胞内における核酸の一分子イメージングと細胞内夾雑環境における構造変
化 
    高津 正子 甲南大学先端生命工学研究所 
 
24NIBB532 ホヤ尾芽胚の軸回転時に生じる細胞変化とねじれの力の計測 
    堀田 耕司 慶應義塾大学理工学部生命情報学科 
 
 



提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-05-02

部部局局 (Department)両生類研究
センター

職 (Job Title)
助教

氏氏名名 (Name): 鈴木　誠
所所属属機機関関 (Institute)
広島大学
電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) E-Mail

統合イメージング共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative bioimaging

コンピューター断層撮影法によるツメガエル疾患関連遺伝子変異と表現型の関連解析

亀井　保博

荻野 肇：広島大学両生類研究センター 教授
島本 百香：広島大学大学院統合生命科学研究科 大学院生
井川 武：広島大学両生類研究センター 准教授

モデル両生類のアフリカツメガエル（Xenopus laevis）とネッタイツメガエル（X. tropicalis）は、全ゲノム配
列が解読されていること、低コストで遺伝子の機能解析が可能であること、ヒト疾患関連遺伝子の約8割が保存
されていること等から、発生学や遺伝学の優れたモデルとして活用が進められている。我々はツメガエルを用

いて、ヒト患者で同定された遺伝子変異の意義の研究、そしてネッタイツメガエル野生型近交系の間に見いだ

された形態的多様性の遺伝的基盤の研究を進めている。本研究は、マイクロCT（Computed Tomography，コ
ンピュータ断層撮影）装置を用いてこれらの研究の推進に必要な表現型解析を実施することを目的とした。
本年度は、ネッタイツメガエル近交系のF2世代の性成熟が完了したため、それら交雑F2世代の表現型の解析を
実施した。その結果、外部形態を含む複数の特徴について、近交系およびF1世代の中間的な形質が確認され
た。さらにF2個体の前肢の指からゲノムDNAを抽出のうえ、ddRAD-seq解析を実施し、配列データ取得を完了
した。今後は、それらの表現型について、基礎生物学研究所の小型実験動物用3DマイクロX線CTのR_mCT2
(Rigaku) を用いて観察を実施する。

得られたデータは準備が整い次第、学会や論文等で速やかに公表する。

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

1 人 / students.

基礎生物学研究所共同利用研究実施報告書 / Implementation Report for Collaborative Research at NIBB
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133

基礎生物学研究所共同利用研究実施報告書 / Implementation Report for Collaborative Research at NIBB
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-21

氏氏名名 (Name): 三浦　恭子
所所属属機機関関 (Institute)
熊本大学

電電話話 (Phone no.)

部部局局 (Department)
大学院生命科学研究部 老化・健
康長寿学講座

FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
教授

E-Mail

統合イメージング共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative bioimaging

24NIBB502

長寿・老化耐性齧歯類ハダカデバネズミにおける細胞内温度制御の解析

亀井　保博

岡 香織：熊本大学大学院生命科学研究部 助教 / Kaori Oka: Kumamoto University, Faculty of Life Sciences,
assistant professor
国行 隼也：熊本大学大学院医学教育部 大学院生 / Shunya Kuniyuki: Kumamoto University, Graduate school of
Medical Sciences, graduate stufent

ハダカデバネズミは、マウスと同程度のサイズながら寿命30年以上の長寿齧歯類である。また、哺乳類では珍
しい異温性動物であり、毛皮を持たず体温調節能力が低いため、平時の体温は32度程度である。本研究では、
ハダカデバネズミ・マウス細胞に温度センサーを導入した際の挙動を比較し、細胞レベルでの温度制御の違い

を明らかにすることを目指した。

本年度は温度センサーを導入したハダカデバネズミ・マウス細胞の作製を完了し、基礎生物学研究所の顕微鏡

を用いて観察を行った。観察の結果、温度センサーが両種の細胞内で機能していることが確かめられた。ま

た、観察において改善すべきポイントを確認した。

今後、改善した観察条件下で実験を行い、液温変化や薬剤に対する細胞内温度変化の種間比較を進めていく予

定である。

十分なデータが得られた段階で、学会や論文にまとめて成果発表する予定である。

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

1 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133

基礎生物学研究所共同利用研究実施報告書 / Implementation Report for Collaborative Research at NIBB
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-30

氏氏名名 (Name): 大沼　清
所所属属機機関関 (Institute)
長岡技術科学大学

電電話話 (Phone no.) 

部部局局 (Department)
工学部技術科学イノベーション

系

FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
准教授

E-Mail

統合イメージング共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative bioimaging

24NIBB503

細胞集団のパターン形成過程のトラッキング

亀井　保博

亀井　保博

基礎生物学研究所 超階層生物学センター
超階層生物学共同利用推進室

特任教授

ヒト初期発生における原腸陥入は、胚における最初の主な体の再構築であり、発生奇形の臨界期の始まりとな

るため、科学的・医学的に極めて重要です。ヒトの原腸陥入では、直径1ミリメートル未満の円盤状の胚盤様上
層が、3つの異なる胚葉へと分化します。ヒトES/iPS細胞は胚盤様上層と特性が似ているため、数多くのin
vitro研究がなされています。ただし、多くの研究が3D胚様構造における細胞誘導に焦点を当てており、このプ
ロセスの基礎となる細胞運動は未解明のままです。

本研究では、ヒト胚盤様上層様の細胞（iPS細胞）とヒト中胚葉細胞を直径1ミリメートル弱の接着表面上で共
培養することにより、ヒト原腸陥入の2Dモデルを開発しました。タイムラプスイメージングにより、ヒトiPS
細胞が周辺部に位置する一方で、中胚葉細胞が中心部で凝集・隆起する、初期のヒト原腸陥入に類似した動態

が明らかになりました。これらのダイナミクスは、様々な細胞接着コーティングにおいても示されており、こ

の現象は細胞と基質の接着強度に依存しないことを示唆しています。さらに、接着パターンの直径を変化させ

ると、胚とは異なる斑状の配列が見られ、パターンサイズが実際の胚に近似すると、原腸陥入に似た動きが生

じることが示唆されます。

本研究は、ヒトの原腸陥入における細胞運動をモデル化するための実験的基盤を提供し、これまで直接研究す

ることが困難であったこの重要な発生過程への知見を提供します。

本年度中に論文としてサブミット予定

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

3 人 / students.

基礎生物学研究所共同利用研究実施報告書 / Implementation Report for Collaborative Research at NIBB

2/3



11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.
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​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-23

部局 (Department)
応用生物学部

氏氏名名 (Name): 小島　晶子
所所属属機機関関 (Institute)
中部大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
准教授

E-Mail

統合イメージング共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative bioimaging

24NIBB504

シロイヌナズナの葉の発生・分化におけるAS2と核小体タンパク質の役割の解明

亀井　保博

・中部大学・応用生物学部　環境生物科学科　准教授　小島晶子

・中部大学・応用生物学部　研究員　安藤沙友里

・中部大学・応用生物学研究科　M1　川本里奈

シロイヌナズナの葉の表側化に関わるAS2は、植物に固有のCxxCタイプのZinc-fingerを持つAS2/LOB familyの
メンバーであり、葉の発生初期に裏側化因子のサイレンシングに関わる。AS2は核小体周縁部内側の2箇所に顆
粒状に局在し (AS2 bodyと命名)、AS2 bodyは核小体の周縁部の凝縮した45S rDNA repeats（18S, 5.8S, 25S
rRNA遺伝子）と部分的に共局在する(Luo et al., Plant J. 2020)。また、核小体局在タンパク質(NUC1, RH10,
RID2)をコードする遺伝子の変異体では、核小体内部に拡散した小さなAS2 bodyシグナルが検出された(Ando et
al., Plants 2023)。rh10変異体では、18S rRNAの前駆体が蓄積しており、核小体が大きくなることがわかってい
る（Matsumura et al., 2016）。本研究では、核小体タンパク質と植物固有のAS2の機能を解明し、植物に特徴
的な核小体および核小体周縁部の役割を明らかにすることを目的とした。

シロイヌナズナの45S rDNA repeatsは第二染色体と第四染色体のそれぞれテロメアとセントロメアの間に座
乗している。シロイヌナズナの野生型では、45S rDNAのシグナルは、核小体の周縁部に2箇所、核質に2箇所検
出される。核小体タンパク遺伝子の変異体(rh10)において45S rDNAをプローブとしてFISH解析を行った。ま
た、as2変異体における45S rDNAのFISH解析を行った。FISHの画像は基礎生物学研究所バイオイメージング解
析室にある超解像顕微鏡ZEISS LSM980 Airyscan2により取得した。

rh10変異体ではほとんどの核で核小体の周縁部に塊状に2つ検出され、核小体の内部に多数の顆粒状のシグナ
ルが検出された。as2変異体では、多くの核で核小体の周縁部に塊状に2つ検出され、核小体の内部に顆粒状の
シグナルと核小体全体にシグナルが検出された。RH10とAS2は45S rDNAの凝縮や局在性に関わるが、その関
わり方は異なることがわかった。今後、as2 rh10二重変異体背景で45S rDNAのFISH解析を行い、AS2 bodyと
45S rDNA repeats との関係性についてさらに明らかにする。

(1)安藤 沙友里、川本 里奈、岩川 秀和、大林 祝、亀井 保博、伊藤 正樹、杉山 宗隆、笹部 美知子、町田 泰
則、小島 晶子、町田 千代子 シロイヌナズナの葉形成因子ASYMMETRIC-LEAVES2は45S rDNAの核内局在
性に関わり核小体ストレスを抑制する 第47回日本分子生物学会年会 福岡国際会議場2024年 11月27-29日
(2)川本 里奈、安藤 沙友里、亀井 保博、斎田美佐子 、町田 泰則、町田 千代子、小島 晶子 シロイヌナズナの葉
の発生・分化に関わる AS2 と、核小体タンパク質 RH10 は、45S rDNA の核小体周縁部の局在性に関わる第66
回日本植物生理学会年会（金沢年会）2025年3月14-16日
現在論文投稿準備中。

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

1 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.
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​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-30

職 (Job Title)
Associate Professor

氏氏名名 (Name): Kuan　Yung-Shu
所所属属機機関関 (Institute)
National Taiwan University
電電話話 (Phone no.)

部部局局 (Department)
Inst. of Biochemical Sciences 
FAX (FAX no.) E-Mail

統合イメージング共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative bioimaging

24NIBB505

Single-cell labeling to trace single neuronal precursors in zebrafish embryonic brain

亀井　保博

教授 亀井保博

Due to schedule conflicts and unexpected drop out by the Ph.D. student of the project, there was no one from
Dr. Yung-Shu Kuan’s laboratory could make it to the NIBB before the end of April of 2025 to conduct the
experiment for the collaboration project.

We are trying to finish a paper for this project with what we have at this moment.

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

0 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-03-31

氏名 (Name): 澤　斉
所属機関 (Institute)
国立遺伝学研究所

部局 (Department)
遺伝形質研究系

職 (Job Title)
教授

電話 (Phone no.) FAX (FAX no.) E-Mail 

統合イメージング共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative bioimaging

24NIBB506

Visualization of Wnt gradients using Morphotrap

亀井　保博

タジバエワ サマル 遺伝学研究所　大学院生
澤　斉　遺伝学研究所　教授

亀井　保博　基礎生物学研究所バイオイメージング解析室 教授

遺伝子を細胞特異的に発現させるためにIR-LEGOの使用について共同研究を申し込みましたが、亀井先生の助
言により、自身の研究室にて、発現させることに成功しました。そちらに来所する必要がなくなりました。

未定

○ なし / No.  　 ● あり / Yes.

1 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-30

部局 (Department)
電子科学研究所

氏氏名名 (Name): 西上　幸範
所所属属機機関関 (Institute)
北海道大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
助教

E-Mail

統合イメージング共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative bioimaging

24NIBB507

細胞形状から解明する原生生物の行動様式

野中　茂紀

谷口 篤史： 北海道大学電子科学研究所 博士研究員 / Astushi Taniguchi: Hokkaido University, research institute
for electronic Science, research fellow

原生生物の移動は大きく分けると接着性の運動(アメーバ運動)と遊泳運動の二つの運動様式がある。本研究で
はこれら二つの運動の結果生じる原生生物の行動に関して観察に適した複数種の原生生物を用いて研究を進め

る。

当該年度は、アメーバ運動における膜運動と細胞質の関連性を明らかにするために、Amoeba proteusを用い
て、運動中の細胞膜および細胞質の移動の三次元的な観察を試みた。Amoeba proteusは一秒間に数マイクロ
メートル程度移動する。この際細胞膜の移動速度は運動速度と同程度であるが細胞質の移動速度はこれらの移

動速度の10倍程度早い速度で移動する。またその移動は三次元的であり市販の顕微鏡では観察することは難し
い。そこで、本研究では野中研究室で開発され、高速三次元観察が可能なezDSLMを用いて実験を行った。細
胞質中には多くのアクトミオシン繊維が存在し、この繊維にミトコンドリアが絡まっていると考えられる。そ

こで、細胞質はMitoTrackerを用いて可視化した。また細胞膜の可視化にはDiIを用いた。これまでの私たちの研
究結果より、ezDSLMを用いた観察では検出レンズの近くの細胞膜の像は明瞭に得られるが、離れると細胞内
物質による散乱で明瞭な像が得られなかった。そこで、今回は腹側細胞膜近傍に着目して腹側細胞膜の移動と

その直下の細胞質の運動の関係を調べることを目標に観察を行った。従来の観察法と比較してより高速に撮像

するために検出レンズ側の焦点距離を液体レンズにより調整した。これにより、今後の解析に十分な時間分解

能で細胞膜と細胞質の運動を可視化することに成功した。

　今回得られたデータをもとに解析を進め、国際誌へ原著論文として報告予定である。

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

0 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-30

部局 (Department)
大学院農学研究院

氏氏名名 (Name): 佐藤　昌直
所所属属機機関関 (Institute)
北海道大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
准教授

E-Mail

統合イメージング共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative bioimaging

24NIBB508

遺伝子発現レポーターアッセイ多検体・並列解析系の構築：時間的解像度と多点観察のバランスが取れたレ
ポーター系の確立

亀井　保博

佐藤昌直: 北海道大学大学院農学研究院　准教授/ Masanao SATO: Hokkaido University, Graduate School of
Agriculture, Associate professor
黒光玲緒奈: 北海道大学農学院　大学院生/ Reona KUROMITSU: Hokkaido University, Graduate School of
Agriculture, Graduate student
井戸ゆみ子 北海道大学農学院　大学院生/ Yumiko IDO: Hokkaido University, Graduate School of Agriculture,
Graduate student
恩田昂輝 北海道大学農学院　大学院生/ Koki ONDA: Hokkaido University, Graduate School of Agriculture,
Graduate student
安田昌幸 北海道大学農学部　学部生/ Masayuki YASUDA: Hokkaido University, Department of Agriculture,,
Undergraduate student

本申請ではウイルス遺伝子発現レポーターと細胞小器官動態レポーターを組み合わせて解析を行った。

-ウイルス感染細胞核に形成される核内小器官を中心に細胞小器官のイメージング
-ウイルス遺伝子プロモーターレポーターを利用して推定される「感染ステージ」
の時空間情報を定量的に解析した。

上記と並行して、ウイルスDNAのイメージングを行い、核におけるウイルスによる宿主ハイジャックについて
従来研究を超える解像度での観察ができた。以上の結果から、細胞内小器官動態とウイルス遺伝子発現フェー

ズの関係について示唆を得た。

今後はこれらの系を個体感染のコンテキストで観察できるように研究を進め、分子・細胞・組織/器官の階層を
ウイルス遺伝子発現動態から統一的に記述できる研究へと昇華することを目指す。

本共同利用研究での成果に加え、本研究成果から得られた仮説をカイコ幼虫個体での実験系でも検証し、仮説

検証の如何に関わらず、論文としての発表の準備を進める。また、学会での成果発表も分子生物学会、あるい

は蚕糸学会で行うことを予定している。

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

4 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-28

部局 (Department)
大学院創成科学研究科

氏氏名名 (Name): 藤本　心太
所所属属機機関関 (Institute)
山口大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
助教

E-Mail

統合イメージング共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative bioimaging

24NIBB509

クマムシ類の感覚器官の機能阻害実験

亀井　保博

N/A

本研究は、IR-LEGO技術によって海産クマムシ類の感覚器官の破壊し、それによる行動の変化を観察すること
で、その感覚器官の機能を探ることを目的とする。昨年度、IR-LEGO技術で海産クマムシ類複数個体の感覚器
官に赤外レーザー照射し、その影響（破壊の程度）を評価するための走査型電子顕微鏡による切片の反射電子
観察に向けて、樹脂包埋を行った。本年度はまず、この樹脂包埋したサンプルを観察のために処理し（薄切と
電子染色）、観察を行った。観察の難しい個体が多かったものの、赤外レーザーにより感覚器官が破壊された
と考えられる個体も見出された。この結果を受けて、より絞り込んだ照射条件での破壊の程度とその再現性を

把握するため、訪問実験を実施した。そして照射処置を施した個体を樹脂包埋した。今後、これらの個体の切

片の電子顕微鏡観察を実施して、行動観察に相応しい条件を決定する。

研究の主目的を達成していないため、直近の出版予定はない。

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

0 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-29

部局 (Department)
工学部

氏氏名名 (Name): 玉田　洋介
所所属属機機関関 (Institute)
宇都宮大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
准教授

E-Mail

統合イメージング共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative bioimaging

24NIBB510

IR-LEGOを用いたヒメツリガネゴケ光細胞操作と温度センサータンパク質を用いた生細胞温度計測

亀井　保博

・友井 拓実：東京理科大学創域理工学部生命生物科学科 助教

本研究では、遺伝子発現誘導により発現した蛍光タンパク質の輝度を指標として、コケ植物ヒメツリガネゴケ

におけるIR-LEGOを用いた光細胞操作系の確立に取り組んだ。被子植物シロイヌナズナで得られた知見と同様
に、ヒメツリガネゴケでも、IRレーザーを低出力で長時間照射することで、遺伝子発現誘導効率が向上するこ
とを確認した。さらに、従来の細胞死や蛍光の有無といった定性的指標に加え、幹細胞の成長における侵襲性

の評価を行った。また、蛍光タンパク質の定量イメージングによる発現誘導の数理解析を通して、シングルセ

ルレベルでの熱ショック応答を報告した (Tomoi et al., 2024, Commun Biol) 。現在は、IRレーザー照射によっ
て生じる温度の時空間的な変化を明らかにするため、温度センサータンパク質B-gTEMPの導入とイメージング
系の確立を目指している。さらに、照射部位（液胞内外）や細胞構造の違いが温度伝播に及ぼす影響、ならび
にROSやCa²⁺シグナルの局所性および細胞間伝播性の違いについても詳細な解析が求められる。これにより、
IR-LEGOの高度化とともに、植物の温度応答に関する統合的な理解の進展が期待される。

本研究成果の一部は、「Tomoi et al., 2024, Commun Biol」にて報告し、基礎生物学研究所「研究報告: 研究報
告　一細胞レベルで目的の遺伝子を発現誘導できる技術の変遷 〜適用から解析まで〜
https://www.nibb.ac.jp/pressroom/news/2025/01/10.html」にも掲載されている。今後は、IRレーザー照射時の
ROSやCa²⁺シグナルおよび温度の時空間的な分布の変化を解析し、その背景にある細胞内外の構造の特性や分
子メカニズムを解明し、学会および国際誌にて研究成果を報告する予定である。

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

0 人 / students.

添付資料あり (Tomoi et al., 2024, Commun Biol)
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

2025-04-03

部局 (Department)
医学医療系

氏氏名名 (Name): 佐々木　哲也
所所属属機機関関 (Institute)
筑波大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
准教授

E-Mail

統合イメージング共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative bioimaging

24NIBB511

精神疾患モデル動物の脳中間表現型解析 -大脳皮質領野形成に着目して-

亀井　保博

佐々木 哲也：筑波大学　医学医療系　生命医科学域　准教授/ Tetsuya Sasaki: Department of Biomedical
Sciences, Institute of Medicine, University of Tsukuba, associate professor
神谷 沙羅：筑波大学大学院　人間総合科学学術院　フロンティア医科学学位プログラム/ Sara Kamiya:
Master's Program of Frontier Medical Sciences, Degree Program of Comprehensive Human Sciences, Graduate
School of Comprehensive Human Sciences, University of Tsukuba, graduate student
左中 彩恵：筑波大学　医学群　医学類/ Sae Sanaka: College of Medicine, School of Medicine and Health
Sciences, University of Tsukuba, undergraduate student
中村 賢佑：筑波大学　医学群　医学類/ Sae Sanaka: College of Medicine, School of Medicine and Health
Sciences, University of Tsukuba, undergraduate student
久保 明澄：筑波大学　生命環境学群　生物学類：College of Biology, School of Life and Environmental
Sciences, University of Tsukuba, undergraduate student

野生型の発生・発達期におけるマウス脳のIl17raとIl17rcのmRNA発現とMIA自閉症モデルの大脳皮質でIl17raと
Il17rcの発現・分布の変化を浮遊法でin situ hybridizationを行い評価した。胚性(Embryonic day; E)14, 16, 18日
目，生後(Postnatal day; P)0, 7, 14, 21, 28, 35日目、成体(P49)のC57BL/6Jマウス Mus musculusを用いた。MIA
自閉症モデルは、妊娠12.5日目の雌マウスに20 mg/kgのポリイノシン酸-ポリシチジル酸［poly(I:C)］を投与
し、生まれた仔を自閉症モデルとした。コントロール群にはPBSを投与した。4% PFA/0.1MPBで灌流固定し、
ミクロトームを使用して脳切片を作製した。Il17raとIl17rcのCDS内に2個ずつ(5’側と3’側)RNAプローブを設計
した。シグナルを増強するため、二つのプローブを混ぜて脳切片と反応させた。抗DIG抗体とNBT/BCIPでシグ
ナルを検出した。

IL17RAタンパクの分布を免疫組織化学と免疫細胞染色法で調査した。浮遊法で抗IL17RA抗体(abcam)を脳切片
と反応させた。IL17受容体を発現する細胞種を同定するために、DCX(未成熟ニューロン)、 NeuN(ニューロン),
CTIP2 (V層ニューロン)、TBR1 (VI層ニューロン)、GFAP(アストロサイト)、IBA1(ミクログリア/マクロファー
ジ)の抗体染色を行った。E17胎仔から海馬を取り出し、ニューロンの初代培養を行った。抗IL17RA抗体とα-
tubulin, MAP2との共染色を行った。
本研究では、IL-17A受容体が免疫系の細胞ではなく、ニューロンに発現していることが明らかになり、IL-17A
とその受容体の中枢神経系における機能を理解する最初の手がかりを得ることができた。今後は、IL-17Aが大
脳皮質形態形成にどのような影響を与えるかを直接調べるため、胎仔側脳室にIL-17Aを投与する実験を計画し
ている。

本研究によって得られた研究成果は、日本解剖学会総会、日本神経科学大会、日本生物学的精神医学会、

CINP2025、Neuro2025などで発表予定である。論文執筆を行っている。

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

4 人 / students.
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10. 備考 / Remarks, if
necessary

Yoshihara M, Watabe Y, Morikawa M, Iwata S, Hamada M, Sasaki T, Homma N, Takei Y. A case report of an
Adachi-Williams type CG plus H aortic arch anomaly and implications for the development of the cervicothoracic
circulation. Folia Morphologica. 2024. in press.
Kamiya S, Kubo A, Higuchi K, Nakamura K, Kishi K, Sasaki T. Maternal immune activation and abortion: The
Role of IL-17A. Reproductive Immunology and Biology. 2024-12. 39(1): 41-50.
Kamiya S, Sasaki T. Fetal Environment and Neurodevelopment: The Role of Maternal Immune System and
Microbiota in Autism Spectrum Disorder. Reproductive Immunology and Biology. 2024-12. 39(1): 51-59.
Kubo A, Kamiya S, Sasaki T. Effects of Maternal Immune Activation and IL-17A on Abortion. BIO Clinica. 2024-
09. 39(10): 38-40.
Kamiya S, Sanaka S, Kubo A, Higuchi K, Kishi K, Sasaki T. IL-17: A Bridge from Psoriasis to Autism. Precision
Medicine. 2024-09. Vol.7 No.11. 35-36.
Nakamura K, Kamiya S, Sasaki T. Molecular Basis of Neural Circuits Specific to the Prefrontal Cortex in
Primates. THE CELL. 2024-08. 56(10): 65-66.
Sanaka S, Higuchi K, Nakamura K. Morikawa M, Iwata S, Sasaki T, Takei Y. Microstructural abnormalities of the
cerebral cortex and autism spectrum disorders: from human pathology to animal models. Medical Science
Digest. 2024-09. Vol. 50 No.11. 488-489.
Kamiya S, Sanaka S, Kubo A, Higuchi K, Kishi K, Sasaki T. Psoriasis and ASD: Revolutionary Insights into
Disease Mechanisms through IL-17. The Allergy in Practice. 2024-10. Vol. 44 No.12. 70-71.
Kubo A, Sanaka S, Shinoda N, Sasaki T. Development of a treatment for autism spectrum disorder that targets
the brain’s immune system – A treatment strategy that controls synaptic pruning via microglia and the
complement system -. Bio Clinica. 2025-02. Vol. 40 No.3. 15-16.
Kubo A, Kamiya S, Higuchi K, Nakamura K, Sanaka S, Sasaki T. Prenatal Valproic Acid Exposure and Autism
Spectrum Disorder: An Integrative Review of Developmental Neurotoxicity Mechanisms and Animal Models.
2024-12. DOHaD Research 12 (3). 15-24. in press.
Kubo A, Kamiya S, Higuchi K, Nakamura K, Sanaka K, Sasaki T. How Does Maternal Immune Activity Affect
Fetal Survival and Brain Development?: The critical roles of IL-17A and microglia. Jxiv. 2024.
Kubo A, Sasaki T. Neuroimmune IL-17 Axis: Psoriasis and ASD. Jxiv. 2024.
Higuchi K , Nakamura K, Kubo A , Sanaka S , Kamiya S , Sasaki T. Cytoskeletal and Motor Abnormalities in
Schizophrenia and ASD. Jxiv. 2024.
Kamiya S, Sasaki T. Fetal Environment and Neurodevelopment: The Role of Maternal Immune System and
Microbiota in Autism Spectrum Disorder. Jxiv. 2024.
Nakamura K, Sanaka S, Higuchi K, Kubo A, Kamiya S, Sasaki T. Elucidating the Pathogenic Mechanisms of
Autism Spectrum Disorder Using Brain Organoids: Assessment of Environmental Factors and Challenges. 2024-
09. Jxiv.
Kubo A, Kamiya S, Higuchi K, Nakamura K, Sanaka S, Sasaki T. Prenatal Valproic Acid Exposure and Autism
Spectrum Disorder: An Integrative Review of Developmental Neurotoxicity Mechanisms and Animal Models.
2024-09. Jxiv.
Sasaki T, Nakamura K, Sanaka S, Higuchi K, Kamiya S, Kubo A. Anatomia Nova: The Evolution and Prospects
of Anatomy in the Era of Human Augmentation Technology – An Integrative Review of Structure, Function, and
Ethics. 2024-10. Jxiv.
Nakamura K, Sanaka S, Higuchi K, Kubo A, Kamiya S, Sasaki T. From Sensory Quirks to Superhuman Tech:
Pioneering Support Strategies for Autism Spectrum Disorder. 2024-10. Jxiv.
Sakamoto C, Sanaka S, Kamiya S, Kubo A, Nakamura K, Higuchi K, Sasaki T. Interleukin-17A (IL-17A):
Molecular Characteristics and Its Physiological and Pathological Significance – From Molecular Structure to
Clinical Applications. 2024-11. Jxiv.
Sasaki T, Sanaka S, Kamiya S. Pharmacological Treatment of Autism Spectrum Disorder: Evidence and Clinical
Decision Making in Practice. 2024-12. Jxiv.
Kubo A, Sanaka S, Shinoda N, Sasaki T. Development of a treatment for autism spectrum disorder that targets
the brain’s immune system – A treatment strategy that controls synaptic pruning via microglia and the
complement system -. 2025-01. Jxiv.
Kubo A, Sanaka S, Shinoda N, Sasaki T. Development of a treatment for autism spectrum disorder that targets
the brain’s immune system – A treatment strategy that controls synaptic pruning via microglia and the
complement system -. Bio Clinica. 2025-02. Vol. 40 No.3. 41-42.
Sanaka S, Sasaki T. Pharmacological Treatment of Autism Spectrum Disorder: Evidence and Clinical Decision-
Making in Practice. Clinical Psychopharmacology. 2025-02. 28 (04). 101-108. in press.
Sanaka S, Sasaki T, Takei Y. Neuroimmune Interactions in Autism Spectrum Disorder: IL-17A-dependent
Microglial Modulation and Pathophysiology. 2025-03. Clinical Psychiatry. 67(3): in press.
Kamiya S, Sanaka S, Kubo A, Higuchi K, Nakamura K, Sasaki T. Multifaceted Potential of IL-17 Inhibitors: From
Skin to Brain. 2025-03. Allergy and rheumatic diseases. Vol. 45. No.2. 72-73.
Iwata S, Hyugaji M, Soga Y, Morikawa M, Sasaki T, Takei Y. Gene expression of psychiatric disorder-related
kinesin superfamily proteins (Kifs) is potentiated in alternatively activated primary cultured microglia. BMC
research notes. 18(44) 1-8.
Kubo A, Kamiya S, Nakamura K, Higuchi K, Sanaka S, Kishi K, Takei Y. Sasaki T. Expression Dynamics of IL-
17RA mRNA in the Cerebral Cortex and Its Changes in Animal Models of ASD. DoHAD Research. 2025-01.
12(3): 186-186.
Kamiya S, Kubo A, Higuchi K, Nakamura K, Sanaka S, Kishi K, Takei Y. Sasaki T. The Role of Immune
Molecules in Central Nervous System Development and Their Dysregulation in ASD. DoHAD Research. 2025-
01. 12(3): 203-203.
Sakamoto C, Sanaka S, Sasaki T. Interleukin-17A (IL-17A): Molecular Characteristics and Its Physiological and
Pathological Significance – From Molecular Structure to Clinical Applications. Clinical Psychopharmacology.
2025-05.
Sasaki T, Kamiya S, Kishi K, Iwata S, Takei. Y. Expression patterns of IL-17 receptors in the cerebral cortex
during postnatal development and its alteration by maternal immune activation. The international journal of
neuropsychopharmacology. 28(1). i259-259. 2025-02.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-30

部局 (Department)
歯学部

氏氏名名 (Name): 設楽　彰子
所所属属機機関関 (Institute)
朝日大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
准教授

E-Mail

統合イメージング共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative bioimaging

24NIBB512

唾液腺細胞のCdc42依存性恒常性維持機構に着目した、新規放射線防御機構の解明

亀井　保博

長瀬春奈： 朝日大学歯学部 助教

本研究では、唾液腺腺房細胞における膜タンパク質輸送と極性形成におけるCdc42の役割を解明した。Cdc42
欠損マウスの唾液腺では、腺腔側膜の形成に重度の障害が生じ、腺腔側領域に小胞の蓄積が観察された。特に

顕著な現象として、Cdc42欠損により水チャネルAQP5など腺腔側膜タンパク質とリサイクリングエンドソーム
関連タンパク質Rab11Aの局在異常が引き起こされる一方、基底側膜タンパク質NKCC1の分布には影響がな
かった。このことから、Cdc42が腺腔側方向への選択的輸送を制御していることが明らかになった。
分子メカニズムの解析では、Cdc42欠損がSNAREタンパク質であるVAMP2の発現低下をもたらすことを見出し
た。VAMP2プロモーター領域の解析から、転写因子FoxO1の結合配列が同定され、実際にCdc42欠損細胞では
FoxO1の核内局在が減少していた。興味深いことに、Cdc42欠損細胞ではF-アクチンの細胞内レベルが有意に
低下する一方、PI3K-Aktシグナル経路の活性には顕著な変化が見られなかった。
これらの結果から、Cdc42-アクチン-FoxO1-VAMP2経路が唾液腺腺房細胞における腺腔側膜形成と膜輸送の統
合的調節に関与するという新規シグナル伝達モデルを提案する。このモデルでは、Cdc42がアクチン細胞骨格
を安定化し、それがFoxO1の核内局在を促進してVAMP2の転写を活性化する。その結果、リサイクリングエン
ドソームと腺腔側膜の融合が適切に制御され、正常な腺腔形成が進行すると考えられる。

本研究成果は、唾液腺をはじめとする分泌上皮における極性形成と膜輸送制御の分子基盤に新たな知見を提供

するものである。今後は、Cdc42-アクチン-FoxO1-VAMP2経路と他の細胞内シグナル経路との相互作用の解明
や、シェーグレン症候群などの唾液腺機能障害疾患における本経路の関与の検証が期待される。また、本研究

で同定された機構が唾液腺以外の分泌腺組織でも保存されているかを検討することで、外分泌腺全般における

普遍的な極性形成・維持機構の理解につながる可能性がある。

【学術論文の投稿予定】

•学術雑誌名（The American Journal of Physiology-Gastrointestinal and Liver Physiology）
•投稿の時期（2025年6月頃）
•論文のタイトル案: Cdc42 Coordinates Apical Membrane Protein Targeting via the Actin–FoxO1–VAMP2
Pathway in Salivary Gland Acinar Cells
【学会発表の予定】

•第77回日本細胞生物学会・第58回日本発生生物学会合同大会（2025/7/16-18、名古屋）
•第67回歯科基礎医学会学術大会（2025/9/5-7、北九州）
•第48回日本分子生物学会年会（2025/12/3-5、横浜）

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

0 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-18

氏氏名名 (Name): 美濃川　拓哉
所所属属機機関関 (Institute)
東北大学

電電話話 (Phone no.)

部部局局 (Department)
大学院生命科学研究科附属浅虫

海洋生物学教育研究センター

FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
准教授

E-Mail

統合イメージング共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative bioimaging

24NIBB513

間接発生型動物の発生と変態に関する研究

亀井　保博

・お茶の水女子大学　研究協力員　雨宮昭南

2024年度は(1)棘皮動物ウニ類の消化管「変態」現象の記載と(2)棘皮動物ウミユリ類トリノアシの内部構造解析
の二課題でスタートしたものの、両課題ともに研究が当初の計画通りに進展せず、共同利用を実施することが

できなかった。以前の共同利用で得たデータを解析し、(1)については、消化管は変態開始後１日目まではC字
状の幼生型消化管のかたちを維持しつつ、消化管上皮と消化管周囲の中胚葉性組織の性質が変化することを明

らかにした。研究計画と共同研究者の変更をおこない、現在、2024年度の共同利用での観察に備えて共焦点顕
微鏡観察用試料の調整と、新試料を用いた予備観察を行なっている。

2025年度中にバフンウニの幼若個体の消化管と骨格の変化に関する学会発表を計画している。

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

0 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-23

部局 (Department)
医学部生命科学科

氏氏名名 (Name): 松原　遼
所所属属機機関関 (Institute)
鳥取大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
助教

E-Mail

統合イメージング共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative bioimaging

24NIBB514

イモリ指発生における細胞の寄与：前肢・後肢の比較解析

亀井　保博

松原　遼：鳥取大学医学部生命科学科　助教 / Haruka Matsubara: Faculty of Medicine Tottori University, School
of Life Science, assistant professor

熱ショックによってGFPを発現するイベリアトゲイモリ胚を用いて、IR-LEGO（基礎生物学研究所/バイオイ
メージング解析室）による局所GFP発現誘導実験を行った。対象組織はイモリ発生・再生四肢で、計２回の実
験を行った。結果として数細胞〜数十細胞への局所発現誘導が可能となる条件を明らかにすることができた。

具体的にはイモリ胚の設置方法と、レーザー強度の最適条件を明らかにした。イモリ胚は大きさや前肢か後肢

かによってアガロースゲルでモールドを作製し、そこへ個体を入れ込むことで安定して発現誘導を可能とし

た。発現誘導後のイモリ胚は鳥取大学へ持ち帰り、その後のGFP発現状態と生存及び四肢の形態形成への影響
を観察した。その結果GFP発現は数日で消失し、局所的な熱ショックは形態形成に大きな影響を及ぼさないこ
とを確認した。

次年度においては別系統のイモリ（Creレコンビナーゼの誘導によってGFP発現が持続する）を用い、恒常的な
細胞系譜追跡実験を行う予定である。イモリ発生四肢において数細胞レベルの標識を行い、発生初期の細胞が

どのように増殖・移動し、形態形成後にどこへ寄与するのかを明らかにする。特に四肢の前後軸に着目し、標

識後の操作実験なども視野に入れている。今年度の成果から細胞系譜追跡実験へとスムーズに移行することが

できるため、個体が準備でき次第実験に取り掛かりたいと考えている。

実験は主として条件検討等に充てられたため、現在のところなし。本共同研究は次年度も継続されるため、次

年度以降に研究成果発表を予定している。

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

0 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-29

部局 (Department)
大学院理学研究科

職 (Job Title)
教授

氏氏名名 (Name): 高橋　文
所所属属機機関関 (Institute)
東京都立大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) E-Mail 

統合イメージング共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative bioimaging

24NIBB515

ショウジョウバエ蛹期における外部生殖器特異的熱ショック法の開発

亀井　保博

・斎田　美佐子：基礎生物学研究所バイオイメージング解析室　技術主任
・小沼　萌：東京都立大学理学研究科　JSPS特別研究員PD
・赤司　一斗：東京都立大学理学部　４年生
・高橋　幸太郎：東京都立大学理学部　４年生

2024年度は、これまでに引き続きショウジョウバエ蛹期の形態形成中（囲蛹殻形成後24-48時間）の外部生殖
器原基に対して熱ショック反応を誘発するための赤外線照射条件（深度25-75μmの範囲で、8.0 mWで60秒）を
検討し、深度25-75μm、8.0 mW60秒に確定した。昨年度までに熱ショック誘導によるRNAiノックダウン効果
が検出されたyellow遺伝子に続き、hairy、scute、Drop、odd-pairedなど複数の遺伝子について同様のノックダ
ウンを試みた。その中で、熱ショック誘導によるodd-paired (opa)遺伝子のRNAiについては、形態の変化が観察
された。具体的には上記の照射条件下で、hs-Gal4/UAS-opa-RNAi 個体の囲蛹殻形成後24時間の生殖器原器に
赤外線レーザーを照射した。照射箇所は将来surstylusとepandrial ventral lobeといわれる外部生殖器の構造が形
成される境界線上の10箇所とした。その結果、照射した側のみsurstylusの剛毛の一部の配置が乱れることがわ
かり、この遺伝子がsurstylusの形態形成に関わっていることが明らかとなった。
　今後は、まず上記の結果を論文として発表することに加えて、引き続き同様な発生時期に外部生殖器原基で

発現している遺伝子について、ノックダウンによる外部生殖器の形態形成における新たな機能を明らかにする

ことや、非モデル種を用いた実験に向けて準備を進める計画である。

投稿中の論文：
Onuma M, Kumagai T, Hayashi, K, Kamei Y, Takahashi A (2025) Heat-mediated manipulation of gene
expression by IR-LEGO in the developing genitalia in Drosophila. bioRxiv
https://www.biorxiv.org/content/10.1101/2025.04.14.648785v1

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

2 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

2025-04-30

氏氏名名 (Name): 加藤　啓子
所所属属機機関関 (Institute)
京都産業大学

電電話話 (Phone no.)

部部局局 (Department)
生命科学研究科（生命科学部） 
FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
教授

E-Mail

統合イメージング共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative bioimaging

24NIBB516

てんかん〜うつ・不安症モデルマウス・脳内シアル酸修飾の時空間制御

野中　茂紀

加藤　啓子：京都産業大学生命科学研究科教授／Keiko KATO: Kyoto Sangyo University, Division of Life
Sciences/Faculty of Life Sciences, Professor
岡　卓也：京都産業大学生命科学研究科 博士後期過程3年／Takuya OKA: Kyoto Sangyo University, Division of
Life Sciences, Graduate student
森井　渉羽：京都産業大学生命科学研究科 博士前期過程1年／Ayuha MORII: Kyoto Sangyo University, Division
of Life Sciences, Graduate student
八島　智樹：京都産業大学生命科学部４年次生／Tomoki YASHIMA, Faculty of Life Sciences, Undergraduate
student

シアル酸転移酵素St3gal4は、てんかんとうつ・不安症の発症を制御し、代謝にも影響を与える。脳の視床神経
細胞において、St3gal4は刺激に応答して発現量が増加し、それに応じた量のシアル酸化糖鎖構造を生成する。
このシアル酸化糖鎖を介した分子シグナルは、扁桃体からPapezの情動記憶回路を通じて伝達され、代謝変化
を含む精神疾患の共存症を引き起こす。2023〜2024年度には、申請者らが作成したSt3gal4mCherry/+ノックイ
ン(KI)マウスおよびSt3gal4mCherry/-KI(St3gal4欠損)マウスを用い、透明化脳の3D蛍光抗体染色をLight sheet顕
微鏡で観察することを目指していた。しかしながら、St3gal4mCherryノックインマウスでは内在性mCherryの
シグナルが弱く、観察が困難であった。一方，2024年度は，St3gal4欠損マウスの視床前核においてGABA作動
性ニューロンの軸索投射が阻害されていることを発見した。さらに，2024年度は，アデノ随伴ウイルスベク
ター(AAV)を用いて投射経路を可視化する系を立ち上げてきた。これまでに，視床前腹側核に順行性
AAV（pAAV-mSyn-Cre/pAAV-hSyn-loxpP-EGFP-lopxP）を注入したところ帯状回への投射の強いシグナルを確
認したことから，Light sheet 顕微鏡による透明化脳の観察が可能となった。2025年度に計画を立ててい
る，St3gal4欠損がもたらす投射経路上の形態変化が実施可能であることを示す成果を得た。

2024年度に発見した，St3gal4欠損マウスの視床前核においてGABA作動性ニューロンの軸索投射が阻害されて
いることを発見した。2025年度には，この知見を基に，Light sheet顕微鏡を用いてSt3gal4欠損マウスにおける
GABA作動性ニューロンの投射異常がもたらす神経回路の変化を詳細に観察する予定である。そして、GABA作
動性ニューロンからのシナプス入力を受けられない視床ニューロンの特性について、電気生理学的解析も進め

ていく予定であるが、まずは神経回路の形態変化に関する研究成果を先行して報告したいと考えている。

なお，St3gal4欠損マウスの視床前核におけるGABA作動性ニューロンの軸索投射阻害に関する2024年度の発
見については、第98回生化学会で発表する予定である。

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

2 人 / students.
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10. 備考 / Remarks, if
necessary

11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

「添付資料あり」

1. Tangsudjai, S., Fujita, A., Tamura, T., Okuno, T., Oda, M. and Kato, K. 2025. ST3 beta-galactoside alpha-2,3-
sialyltransferase 4 (St3gal4) deficiency reveals correlations among alkaline phosphatase activity, metabolic
parameters, and fear-related behavior in mice. Metabolic Brain Disease. 40, 2 (2025), 125.
doi.org/10.1007/s11011-025-01551-8.
（St3gal4欠損マウスを用いた研究で，視床におけるTNAP活性の低下が，不安様行動に相関があることを示し
た論文を発表した。査読あり）
2. 図１：2024年度に発見した「St3gal4欠損マウスの視床前核においてGABA作動性ニューロンの軸索投射が阻
害」を示した図。

（視床前核(AD，AV, AM, VA)と網様核（RT）を示す。てんかんマウスのAVでSt3Gal4発現亢進(論文p5-14を改
変)。St3Gal4欠損マウスは，RTのパルブアルブミン陽性ニューロンがAVへ投射しない。）

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-30

部局 (Department)
大学院工学研究科

氏氏名名 (Name): 加藤　泰彦
所所属属機機関関 (Institute)
大阪大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
准教授

E-Mail

統合イメージング共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative bioimaging

24NIBB517

IR-LEGO法を用いたオオミジンコにおける細胞特異的な遺伝子発現誘導システムの開発と応用

亀井　保博

・渡邉 肇： 大阪大学大学院工学研究科 教授 / Hajime WATANABE: The University of Osaka, graduate school
of engineering, professor
・稲垣 晋輔： 大阪大学大学院工学研究科 大学院生 / Shinsuke Inagaki: The University of Osaka, graduate
school of engineering, graduate student

IR-LEGO 法を用いたオオミジンコ胚における時空間的遺伝子発現制御法の開発について研究成果をまとめ、
Scientific Reports 誌にて発表した。また、IR-LEGO 法に用いる Heat shock element の配列の最適化について
検討した。一方で、AI を用いた遊泳中のオオミジンコの簡便な体長測定法の開発についての研究成果をまと
め、Journal of Biosciences and Bioengineering 誌にて投稿論文がアクセプトされた。

Shimizu R, Sakamoto J, Adhitama N, Fujikawa M, Religia P, Kamei Y, Watanabe H, Kato Y. Spatiotemporal
control of transgene expression using an infrared laser in the crustacean Daphnia magna. Sci Rep. 2024 Oct
28;14(1):25696.
Inagaki S, Kondo Y, Religia P, Adhitama N, Kato Y, Watanabe E, Watanabe H. Application of deep learning for
evaluation of the growth rate of Daphnia magna. J Biosci Bioeng. 2025 May;139(5):384-391.

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

1 人 / students.

資料あり→関連論文
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

2025-04-30

部局 (Department)
中央研究所海洋生物グループ

職 (Job Title)
研究員

氏氏名名 (Name): 瀬尾　絵理子
所所属属機機関関 (Institute)
公益財団法人海洋生物環境研究

所

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) E-Mail

統合イメージング共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative bioimaging

24NIBB518

二枚貝類を用いた、比較生理学的・解剖学的研究

亀井　保博

瀬尾 芳輝： 生理学研究所 細胞構造研究部門 特別協力研究員

本研究では、二枚貝類を研究対象としている。既にMRIやCTなどの解析が進んでいる糸鰓類のイガイ類に加
え、比較生理学的な観点から、弁鰓類のハマグリ類や、汽水域に生息するアサリや、比較的浅い海に生息する

ウバガイを比較することが目的である。

2024年度は、アサリについて、CTやMRIによる三次元的構造解析や光学顕微鏡による組織学的解析を行っ
た。MRIにて、腎臓への血リンパ液の流れや尿の流れを測定し、マンガン（Mn²⁺）などの造影剤の尿への濃縮
を測定した。その結果、

1）アサリの腎臓は glandular tubule（GT）と saccular tubule（ST）の2種の尿細管が並行して走行し、血リン
パも同方向に流れている。

2）STは心房から流入する血リンパを濃縮し、水再吸収に必要な濃度勾配を生成する。
3）GTは pedal sinus からの血リンパを取り入れて、STと並行しつつ、水や有用な分子の再吸収を行う。な
お、STおよびGTには濾過膜が存在しない。
4）renal duct は、GTの中程から excretory pore へと流れ、低張な尿を排泄していることが明らかとなった。
さらに、海水塩濃度26–36‰では、STの Mn²⁺ 濃縮が増強することから、STとGTの parallel-current system

は、低張な汽水環境下で血リンパの浸透圧の維持に有効であることが示唆された。これらの成果は、学会およ

び論文で公表した。

　従来より測定してきたムラサキイガイの循環についての実験データをもとにして、静脈還流が心房圧の陰圧

によって、積極的に引き起こされていることを明らかにし、論文として発表した。2025年度は、所属機関の都
合により共同利用研究には応募できなかったが、研究分担者と協力して、二枚貝の比較生理学的研究を進める

予定である。

2024年度には、以下の論文を発表した。
1. Seo, E., Seo, Y.
Pulsative venous return from the branchial vessels to the heart of the Mytilus galloprovincialis supports the
constant-volume mechanism. In: Special Issue: The Integrative Biology of the Heart.
J. Exp. Biol. 227(20): jeb.247345, 2024. doi:10.1242/jeb.247345.

2. Seo, E., Seo, Y.
Hypertonic water reabsorption with a parallel-current system via the glandular and saccular renal tubules of the
Ruditapes philippinarum.
J. Exp. Biol. 227(22): jeb.249533, 2024.

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

0 人 / students.
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10. 備考 / Remarks, if
necessary

11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2024-04-08

部局 (Department)
生命環境系

氏氏名名 (Name): 鈴木　大地
所所属属機機関関 (Institute)
筑波大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
助教

E-Mail

個別共同利用研究 / Individual collaborative research projects

24NIBB519

ライトシート顕微鏡によるヌタウナギ前脳の立体構造の解明

野中　茂紀

田村 元樹：筑波大学大学院生物学学位プログラム 大学院生

ヌタウナギは脊椎動物の系統の最も根幹から分岐した分類群である円口類に属するため、脊椎動物の初期進化

を解明する上で重要な動物である。本研究は、蛍光ニッスル染色を施して透明化した脳をライトシート顕微鏡

で観察することでヌタウナギ前脳の細胞体の立体構造を明らかにし、in situ hybridization法による遺伝子発現
データと合わせて脳アトラスを構築することで、ヌタウナギ前脳の立体構造および他の脊椎動物の各脳領域と

の対応（相同性）を明らかにすることを目的とする。2024年度では、3次元再構築を進めるとともに、いくつ
かのサンプルの再撮影を実施した。

本課題の内容を含めた研究成果をまとめた論文を準備中であり、2025年度中に投稿予定である。

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

2 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-12

部局 (Department)
初期発生研究部門

職 (Job Title)
教授

氏氏名名 (Name): 藤森　俊彦
所所属属機機関関 (Institute)
基礎生物学研究所

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) E-Mail

統合イメージング共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative bioimaging

24NIBB520

ライトシート顕微鏡による透明化した子宮内の胚の観察

野中　茂紀

藤森俊彦：基礎生物学研究所　教授
櫻井隼：基礎生物学研究所　研究員
御子柴誠也：基礎生物学研究所　特別共同利用研究員

哺乳類の初期発生は母親の子宮内で進み、胚と子宮との相互作用は胚発生において必須である。着床を含むさ

まざまな発生現象は、胚と子宮との力学的・化学的相互作用により実現されている。マウスの子宮内では子宮

間膜側に胎盤が形成されるが、着床完了時に胚のICM側が子宮間膜側に配置され、将来の胎盤の位置が決ま
る。着床時の胚軸が子宮軸に沿うようになる機構の解明を目指している。細胞膜にGFPが局在する妊娠メスマ
ウスの着床時の様々な段階において子宮内腔上皮がどのような形態変化を遂げるかを解析し、胚の伸長と着床

室の形成により、着床時に胚軸が子宮のM-AM軸に揃うことが明らかになった。また、発生が進み前後軸が決め
られる時期に組織の核を蛍光色素で染色した後透明化した子宮をライトシート顕微鏡で撮影し、撮影画像から

立体再構築した。更に、前側を決める細胞集団でGFPを発現するマウスを用いて、前後軸の形成時子宮の形態
がどのように変化しているかについて考察した。今後胚の培養実験と合わせて報告する予定である。

Sakurai, J., Oka, S., Higuchi, Y., Ohsawa, S., and Fujimori, T.
Effects of blastocyst elongation and implantation chamber formation on the alignment of the embryonic axis and
uterine axis in mice.
Front. Cell Dev. Biol. 12:1421222. doi: 10.3389/fcell.2024.1421222. eCollection 2024. (2024)
更に、現在論文執筆中であり、1年以内に出版を目指している。

○ なし / No.  　 ● あり / Yes.

1 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-05

部局 (Department)
国際先端

氏氏名名 (Name): 淺井　理恵子
所所属属機機関関 (Institute)
熊本大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
先端事業研究員

E-Mail

統合イメージング共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative bioimaging

24NIBB521

時空間高解像度イメージングによる心臓領域形成のダイナミクス

野中　茂紀

淺井　理恵子：熊本大学国際先端医学研究機構 特任講師/ Rieko Asai: Kumamoto University, IRCMS, lecturer

原腸形成期、胚ではダイナミックな細胞の移動（細胞流動）が起きる。また、この時期には器官前駆細胞の
多くが原始線条から生じ、胚体内の各部位へ配置されて分化する。細胞の移動や分化には、周囲の環境から得

たシグナルを感知することが重要であり、一次繊毛がセンサーとして重要な役割を担っていると考えられてい

る。しかし、原腸形成期における一次繊毛の時空間的ダイナミクスについては、まだ不明な部分が多く残され

ている。そこで、報告者と野中准教授グループは、羊膜類モデル生物の一つであるニワトリ胚の一次繊毛を蛍

光標識する実験系を開発し、光シート顕微鏡によって生体ライブイメージングを行った。結果、原腸形成期の

ニワトリ胚の一部では、XY平面上での細胞の移動に伴い一次繊毛ではZ軸に沿った変位が生じることが判明し
た。今後は、一次繊毛ダイナミクスの定量的解析・メカニズムや発生における役割について検討を行う予定で

ある。

2025年度も引き続き研究を継続し、得られた成果は速やかに国際科学雑誌に発表する。

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

0 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-02

部局 (Department)
解剖学講座・人体発生学分野

氏氏名名 (Name): 木村　英二
所所属属機機関関 (Institute)
岩手医科大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
教授

E-Mail

統合イメージング共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative bioimaging

24NIBB522

脳血管系の形態形成メカニズムの解明

野中　茂紀

特になし

24年度も、昨年度に引き続き、受精後2日目までの全ての脳血管を構成する内皮細胞の起源を明らかにすべく二
光子顕微鏡とライトシート顕微鋸によるタイムラプス・イメージングを主に行いました。血管内皮細胞の核で

特異的に蛍光を発する系統 Tg(flk1:nls-EGFP) を用いて、内皮細胞を個別に認識に、追跡可能な状態でイメージ
ングを行っています。タイムラプス・イメージングによる観察は、21年度から継続して行ってきましたが、明
大寺地区のオリンパス二光子顕微鏡が使用不可能となったため、23年度からは山手地区のLeica二光子顕微鏡に
よる観察をスタートさせています。使用する顕微鏡が変わったため、撮影条件の最適を行い、各z-stackのイン
ターバルを短縮しかつ安定した画像を取得できるよう条件を調整しました。その結果オリンパス二光子顕微鏡

と同等のイメージングが可能となり15体節期から受精後2日目までを対象としデータ取得を進めています。25
年度には、継続してデータ取得を進めながら、並行してtracking解析も行い、すべての初期脳血管を構成する内
皮細胞の起源を明らかにし、成果をまとめていく予定です。またCRISPR/Cas9による遺伝子破壊体の作成も並
行して進めています。これまでに、中脳後脳境界が欠失するラインと眼胞形成不全をきたすラインの樹立に成

功しており、脳血管形成との関連の解析を進めています。レスキュー実験などこれらのラインを用いた血管形

態形成メカニズムの解析実験も25年度に実施する予定です。

以前から行っている鰓弓形成に関するライブイメージングのデータに関しては、25年度中に英語論文での発表
を目指しています。同様に22-23年度に取得した脳血管アトラスのデータに関しても、25年度中にデータの合
成・解析を終了させて、英語論文での発表を目指しています。全ての脳血管を構成する内皮細胞の起源に関し

ては、25年度も継続してデータの取得を行い、並行してtracking解析も進めて、25年度中に英語論文で発表でき
るよう進めていく予定です。

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

0 人 / students.

特になし
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-24

部局 (Department)
農学生命科学部

氏氏名名 (Name): 横山　仁
所所属属機機関関 (Institute)
弘前大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
准教授

E-Mail

統合イメージング共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative bioimaging

24NIBB523

アフリカツメガエルの四肢再生の研究に対するIR-LEGOの適用

亀井　保博

・学部学生３名：弘前大学農学生命科学部
・大学院生６名・弘前大学大学院農学生命科学研究科

shhの局所的な発現誘導によりHh経路の下流遺伝子が応答することを確認した。これに対してlmx1bについては
典型的な下流遺伝子が絞り込めないため、RNA-seqによる網羅的な発現解析の実施を計画してtotal RNAを抽出
するための実験条件を最適化した。次いでshhの発現を制御する四肢エンハンサーについては、以前にluc
assayにてHoxd13およびFGFへの応答を確認した（Tada et al., 2023）約1.0kbpのコア配列のみで、四肢エンハ
ンサーとしての活性を示すのに十分であることを、遺伝子組換え（Tg）個体の作製により確かめた。加えてツ
メガエルの成体の四肢再生において、軟骨分化が過剰になる時期を特定した。これとは別にIR-LEGOによって
ツメガエル四肢に対して、表面からどれくらいの深度の細胞にまで発現誘導しうるかを検証した。

今後はshh, lmx1bの発現誘導に対する再生芽細胞の応答を、とくにRNA-seqによる発現解析を通して評価す
る予定である。

ツメガエルの成体の四肢再生において軟骨分化が過剰になる時期を特定した研究成果について、まずプレプリ

ントで報告した上で2025年度中を目標に査読のある国際誌に論文投稿を予定している。またIR-LEGOによるツ
メガエル四肢での発現誘導範囲の検証については、査読のある国際誌において総説として成果を発表する予定

である。

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

9 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133

基礎生物学研究所共同利用研究実施報告書 / Implementation Report for Collaborative Research at NIBB

3/3

http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html


提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-03-27

部局 (Department)
大学院農学研究科

氏氏名名 (Name): 木下　政人
所所属属機機関関 (Institute)
京都大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
准教授

E-Mail

統合イメージング共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative bioimaging

24NIBB524

メダカ地域集団間の椎骨数変動因子の解明２

亀井　保博

原　里英：京都大学農学研究科　大学院生 / Rie Hara: Kyoto University, Graduate School of Agriculture,
graduate student

今年度は、椎骨数の多寡が有意な野生系統（海士・大宜味由来の2系統）からF2世代を作出し、F2 200個体超
における椎骨数を基生研保有のマイクロCT装置によって計数した。200個体のうち椎骨数が多い/少ない個体を
各10個体ずつ選別し、各個体のDNAを抽出して混合、全ゲノムシーケンスすることによりQTL-seq解析を実施
した。その結果、ゲノムワイド関連解析(GWAS)同様に椎骨数と関連するゲノム領域を複数特定することができ
た。領域の中にはGWASで得られた座位と重複するもの・新規で検出されたものがあり、特に尾椎数を対象と
したQTL-seqで得られた有意性の高いSNPは、dvl2 という体節形成に必須のWntシグナル因子のコーディング
領域上に座乗しており、GWAS領域とも近接していた。今後は逆遺伝学的手法によって、GWASおよびQTL-
seqにて得られたこのような椎骨数関連領域が、実際にメダカの椎骨数に関与するかを検証していく予定であ
る。

昨年度得られた成果は、日本動物学会 年次大会およびthe European Society for Evolutionary Biology (ESEB)
2025 Congressでの発表を検討している。また、成果内容を学術論文として執筆する予定である。

○ なし / No.  　 ● あり / Yes.

1 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-03-31

部局 (Department)
医学部

氏氏名名 (Name): 竹内　隆
所所属属機機関関 (Institute)
鳥取大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
教授

E-Mail

統合イメージング共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative bioimaging

24NIBB525

イモリ変異体の骨パターン解析

亀井　保博

・松原　遼：鳥取大学医学部　助教
・戸澤　紗代：鳥取大学大学院医学系研究科　大学院生
・阿南　有紗：鳥取大学大学院医学系研究科　大学院生

ゲノム編集によって作製されたHox13変異体の尾は異常伸長する。その原因は、尾椎数が増加することにある
ことがこれまでの本研究（マイクロCT解析）によって明らかとなった。本年度の研究からその尾椎の異常追加
が尾端にある軟骨棒周辺の間充織細胞の周期的な増殖と軟骨分化にあることが示唆され、それはマイクロCT解
析によって観察された軟骨棒の伸長に周期があることと整合性のある結果となった。一方、Hox13変異体の尾
を尾端で切断してもその再生様式は野生型とほとんど同様であったが根元で切断すると著しく阻害されること

がわかった。これらは、組織の比率を一定にするしくみ、および尾再生のしくみにHox13が深く関与すること
を示唆するものである。今後はこの仮説の検証をさらに進めたい。

本成果は、来年度の発生生物学会、動物学会で発表予定である。上記の仮説検証にむけた研究成果およびマイ

クロCTによりより多くのデータを今年度得て、来年度もしくは再来年度内に論文として発表したい。

○ なし / No.  　 ● あり / Yes.

3 人 / students.

添付資料あり（関連論文）
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-03-31

部局 (Department)
医歯学総合研究科

氏氏名名 (Name): 田中　大介
所所属属機機関関 (Institute)
東京医科歯科大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
講師

E-Mail

統合イメージング共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative bioimaging

24NIBB526

情動的快・不快反応の神経基盤の解明を目指したマウス全脳イメージング

野中　茂紀

該当なし

光シート顕微鏡を用いることで、快・不快反応を示したTRAP2;Ai14マウスの脳内に分布するtdTomato陽性細胞
を全脳的にイメージングする方法が確立し、快・不快反応の変化に伴い、 tdTomato陽性細胞の数が変化する脳
領域が複数見つかり、再現性も確認された。さらに、絶水状態や、絶塩状態、刺激が同じであるが反応の生じ

ない全身麻酔下といった、通常とは異なる生体状態で活動する細胞が分布する脳領域も複数見つかりつつあ

る。今後それら知見の再現性を確認していく必要がある。

これまでのデータをまとめ、適宜データを追加して、複数の国際誌に投稿する予定である。

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

2 人 / students.

基礎生物学研究所共同利用研究実施報告書 / Implementation Report for Collaborative Research at NIBB

2/3



11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-30

職 (Job Title)
教授

氏氏名名 (Name): 沼野　利佳
所所属属機機関関 (Institute)
豊橋技術科学大学

電電話話 (Phone no.) 

部部局局 (Department)
次世代半導体・センサ科学研究

所

FAX (FAX no.) E-Mail 

個別共同利用研究 / Individual collaborative research projects

24NIBB527

給餌条件の変化が脳内伝達物質NPYへの影響

野中　茂紀

神園ひなの： 豊橋技術科学大学 応用化学・生命工学専攻 修士2年
石亀龍虎： 豊橋技術科学大学 応用化学・生命工学専攻 修士2年

哺乳類の概日リズム中枢である視交叉上核(SCN) において、食欲がリズムに与える影響について、SCNに対し
分泌される脳内分泌物 NPYの変化を、組換えマウスの脳内イメージングにより定量する。具体的には、NPY分
泌を蛍光タンパクと融合蛋白を作成させ、共焦点顕微鏡では細胞レベル、または、超解像度分泌顕微鏡では顆

粒レベルにて、可視化できる組換えマウスを作成した。このマウスの摂食飼育条件を変化させることで脳内に

おける蛍光シグナル変化でSCNへのNPY分泌量変化を観察した。摂食要求の増加とともにNPYの分泌が増加す
るかを確かめるため、絶食状態においてのNPYの分泌を定量イメージングし、絶食状態60時間までは、NPY分
泌量は増加し続け、その後、給餌条件に戻すと20時間でコントロール群とあまり変わらないレベルまで低下し
た。このことより、摂食要求の増加とともにSCNへ分泌されるNPYによって、食事のタイミングでリセットさ
れる腹時計が、中枢時計SCNから独立し、さらに、腹時計が消化器官のリズムを支配するというモデルをたて
た。

Kazuo Nakazawa, Minako Matsuo, Kazuki Nakao, Shigenori Nonaka and Rika Numano,
“Visible Exocytosis of the Non-Photic Signal Neuropeptide Y to the Suprachiasmatic Nucleus in Fasted
Transgenic Mice Throughout Their Circadian Rhythms”,
Bioengineering. Vol. 12(2), 192. 2025.

○ なし / No.  　 ● あり / Yes.

2 人 / students.

添付資料あり（Kazuo Nakazawa, Minako Matsuo, Kazuki Nakao, Shigenori Nonaka and Rika Numano, “Visible
Exocytosis of the Non-Photic Signal Neuropeptide Y to the Suprachiasmatic Nucleus in Fasted Transgenic Mice
Throughout Their Circadian Rhythms”, Bioengineering. Vol. 12(2), 192. 2025.）
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-30

部局 (Department)
医学部

氏氏名名 (Name): 佐藤　智美
所所属属機機関関 (Institute)
埼玉医科大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
非常勤講師

E-Mail

統合イメージング共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative bioimaging

24NIBB528

社会的行動に影響する初期神経発生の作用機序解析

加藤　輝

該当なし

神経細胞をGFPで可視化したトランスジェニック系統Tg(brn3a-hsp70:GFP), TgBAC(neurod1:EGFP)を用い
て、蛍光強度を指標に薬剤処理の影響を定量的に評価するための手法と記述について、具体的なアドバイスを

頂きました。その手法を用いて、発生初期の一時的な抗うつ薬SSRIの処理が、ゼブラフィッシュ胚に早期発症
型の胎児発育不全様の形態をもたらし、その後の発達期で脳の再構築を誘導し、幼若期の社会的行動に影響す

ることを明らかにしました。この研究成果について、以下の国際学会でポスター発表を行いました。

1) Impaired neural development and social behavior of growth-restricted embryos by early transient SSRI
Tomomi Sato, Kaito Saito, Tsubasa Oyu, Sachiko Tsuda, Tomohiro Kurisaki, Takeshi Kajihara, Masabumi
Nagashima
18th International Zebrafish Conference 2024, Kyoto, Japan
2) Brain remodeling induced by early transient SSRI impacts on social behavior in zebrafish
Tomomi Sato, Kaito Saito, Tsubasa Oyu, Sachiko Tsuda, Tomohiro Kurisaki, Takeshi Kajihara, Masabumi
Nagashima
54th International Symposium of the National Institute for Physiological Sciences,
Okazaki, Japan
今後は、ゼブラフィッシュバイオリソースから取り寄せたTg(eno2:Cerulean; gfap:mCherry:mbp:mCitrine)や
Tg(-3.2pet1-loxP-DsRed-loxP-GFP)等を用いて、発生初期のSSRI処理が、後期のアストロサイトやオリゴデン
ドロサイトの産生や、セロトニン作動性神経の発生、発達にどのような影響を及ぼすのかを解析する予定で

す。

本共同利用研究によって得られたデータを追加して修正し、以下の内容で投稿し、現在審査中です。

Paroxetine-induced transient apoptosis and delayed neurogenesis act on social behavior in developing zebrafish
Tomomi Sato*, Kaito Saito, Tsubasa Oyu, Sachiko Tsuda, Tomohiro Kurisaki, Takeshi Kajihara, Masabumi
Nagashima
Submitted to PLOS ONE
現在投稿中の論文について、以下の内容で口頭発表を行う予定です。

An early transient delay in neurogenesis has a negative impact on social behavior of young zebrafish
Tomomi Sato, Kaito Saito, Tsubasa Oyu, Sachiko Tsuda, Tomohiro Kurisaki, Takeshi Kajihara, Masabumi
Nagashima
第68回　日本神経化学会大会　2025年11月　名古屋

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

2 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-03-31

部局 (Department)
先端酵素学研究所

氏氏名名 (Name): 福井　一
所所属属機機関関 (Institute)
徳島大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
独立准教授

E-Mail

統合イメージング共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative bioimaging

24NIBB529

ゼブラフィッシュ心臓管腔形成における力学作用機構の解析

亀井　保博

臼居 優：徳島大学先端酵素学研究所　助教

本研究では、心臓管腔の形態形成を司る力学応答シグナルの調節に不可欠な物理的要素の正確な定義を目指し

た研究を行っている。とくに熱に対する作用を検証すべく、ゼブラフィッシュ心臓管腔内に対してIR-LEGOを
活用した。その結果、心臓管腔を構成する心内膜内皮細胞では温熱刺激により即時的なCa2+流入応答がおきる
ことを見出した。また、熱測定評価系の確立に向けて樹立した生体蛍光センサー：B-gTEMPを発現するゼブラ
フィッシュ胚において、IR-LEGOによる熱刺激に依存した蛍光変化が観察でき、定量的に評価できる結果を得
た。現在のところ、熱刺激による管腔内液の熱膨張から生じる流体の応力作用がCa2+流入応答に寄与する可能
性は排除できないが、今後も継続して研究を進めていくことで、物理情報と組織形成をつなぐ新たな概念の提

唱に向かう展開が期待できる。また本研究で行っている温熱変化を個体レベルで評価できるモデルを確立する

ことで、温熱作用が制御する生体形成メカニズムの解明が期待できる。

現在までに論文としての成果発表は行っていない。ただし、開始当初に期待した結果が得られてきたため、継

続して研究を行っている。成果がまとまり次第、論文発表する予定である。

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

0 人 / students.

基礎生物学研究所共同利用研究実施報告書 / Implementation Report for Collaborative Research at NIBB

2/3



11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-28

部局 (Department)
バイオサイエンス教育研究セン

ター

職 (Job Title)
氏氏名名 (Name): 宮川　一志
所所属属機機関関 (Institute)
宇都宮大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

准教授

E-Mail

統合イメージング共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative bioimaging

24NIBB530

膜翅目昆虫の性決定とカースト分化の発生制御機構の解明

亀井　保博

宮川 一志： 宇都宮大学バイオサイエンス教育研究センター 准教授 / Hitoshi MIYAKAWA: Utsunomiya
University, Center for Bioscience Research and Education, associate professor
笠原 菜月： 宇都宮大学大学院地域創生科学研究科 大学院生 / Natsuki KASAHARA: Utsunomiya University,
Graduate School of Regional Development and Creativity, graduate student
南齋 乃愛： 宇都宮大学大学院地域創生科学研究科 大学院生 / Noa NANZAI: Utsunomiya University, Graduate
School of Regional Development and Creativity, graduate student

本研究ではウメマツアリVollenhovia emeryiの雄卵発生に伴う雌ゲノム消失や、単為生殖による新女王卵形成
を制御する分子機構およびその進化過程の解明を最終目標とし、そのために必要な発生過程のステージング

や、初期胚における染色体挙動の解析を、X線マイクロCTを用いて行う。
2024年度は、アリの幼虫と卵を観察するためのサンプル包埋方法、および撮影条件の検討を行った。まず使

用するCT装置を決定すべく、Rigaku R_mCT2とSKYSCAN 1272（新美研所有）の２台の装置を用いて画像を
取得し比較した。その結果、数µmのサイズであるアリ幼虫や卵の撮影にはSKYSCAN 1272が適していることが
わかった。続いてSKYSCAN 1272を用いた解析の条件検討を行った。染色方法は、組織観察を行う幼虫はル
ゴール液で、核観察を行う卵では酢酸鉛染色を行い、それぞれ0.5%アガロースもしくはパラフィンに包埋して
撮影した。その結果、幼虫では撮影中にサンプルが動かないようにパラフィンで包埋した上で、できる限り長

い時間（15時間）をかけて撮影すると解像度が高い像が得られた。一方で、より小さなサンプルである卵の場
合は不透明なパラフィンに包埋すると包埋ブロック中のどこにあるかがわからなくなるため、透明度が高いア

ガロースに包埋した上でサンプルが動きにくい短時間（6時間）の撮影とする方が良好な画像が得られた。
2025年度はさらに良い像を得るために染色方法や時間を検討するとともに、現在は条件検討効率を重視し無

作為にサンプルを集めているが、発生過程を明らかにするために特定の発生時間でサンプリングした幼虫など

の観察を行う予定である。

本研究の内容については、「昆虫と自然」2025年４月臨時増刊号に投稿した記事中で紹介した（謝辞記載あ
り）。
「ウメマツアリの特殊な繁殖様式と性・カースト決定機構の解明」

宮川 美里・笠原 菜月・南齋 乃愛・宮川 一志
また、2025年9月の日本動物学会大会において成果発表を予定している。

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

2 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-04-26

部局 (Department)
大学院総合文化研究科

氏氏名名 (Name): 高津　正子
所所属属機機関関 (Institute)
東京大学

電電話話 (Phone no.) FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
特任研究員

E-Mail

統合イメージング共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative bioimaging

24NIBB531

細胞内における核酸の一分子イメージングと細胞内夾雑環境における構造変化

亀井　保博

該当なし

細胞内環境の物理的特性が核酸の分布、局在、および立体構造に与える影響については、依然として不明な点

が多い。本研究では、細胞内における自然状態で機能する内在性核酸および、核酸医薬として導入した外来性

核酸の動態を、蛍光相関解析（FCS）を用いて明らかにすることを目的とした。これにより、核酸が関与する
生命現象の基礎的理解を深めるとともに、効果的な核酸医薬設計に資する知見が得られることが期待される。

　本年度は、細胞内での蛍光相関解析手法に関する条件検討を行い、細胞透過性および細胞内での機能が確認

されている外来性人工DNAおよびRNAを対象として、細胞内濃度の測定を実施した。その結果、従来のフロー
サイトメトリー解析や画像解析では検出が困難であった「機能する核酸」の量を、定量的に把握できることを

示した。

　今後は、取得した解析データと核酸の実際の細胞内機能との相関をより明確にし、さらに、細胞内環境のど

のような物理的要素（例：粘度、分子クラウディング）が核酸動態に影響を及ぼすのかを詳細に検討していく
予定である。

今年度の研究成果の一部を、下記の国際学会で発表した。2025年度も引き続き詳細なデータを取得し、論文投
稿を予定している。

“Advancing the understanding of oligonucleotide therapeutics through in-cell quantification and dynamic
analysis.”
○Masako Takatsu
American Chemistry Society Spring 2025, Mar 23 - 27, 2025, San Diego, United States (Peer-reviewed, On-
site, Poster)

● なし / No.  　 ○ あり / Yes.

0 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1.種別 / Category

2.課題番号 / Project number

3.研究課題名 / Research
Project Title

4.所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6.研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7.研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8.博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9.参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10.備考 / Remarks, if
necessary

2025-03-31

氏氏名名 (Name): 堀田　耕司
所所属属機機関関 (Institute)
慶應義塾大学

電電話話 (Phone no.)

部部局局 (Department)
理工学部生命情報学科

FAX (FAX no.) 

職職 (Job Title)
准教授

E-Mail

統合イメージング共同利用研究 / Collaborative research projects for integrative bioimaging

24NIBB532

ホヤ尾芽胚の軸回転時に生じる細胞変化とねじれの力の計測

亀井　保博

堀田 耕司：慶應義塾大学理工学部生命情報学科 准教授
小暮 悠暉：慶應義塾大学理工学部生命情報学科 D2

１月に研究所を訪れ、バイオイメージング解析室CSU-Micrcpointの使用方法を学ばせていただいた。まず本機
のキャリブレーションを行った。Photomanipulationの方法としてROIをFRAPPAにし、点状の365nmBFレー
ザーを各点16Hzで10回、これらをスポット状に複数並べることにより直線的に細胞をアブレーションすること
ができた。ここでレーザーの強度の段階を変え、なるべく小さいが確実にスポットを空けることのできる強度

の最適な条件を決めた。使用前後にレーザー強度をパワーメータにより計測した。２月に撮影した結果の
フィードバックをZoomにて行った。ROIに対してレーザー照射により効果は得られているが照射後のダメージ
のためか細胞が膨潤してしまうことが多く今後の条件検討が必要である。今回の訪問で別に共焦点顕微鏡を使

用させていただいたが新たにねじれ期において細胞列のスリッピングしている様子を撮影することができた。

スリッピングは背側の列で多く観察され、ラテラルの列では中程度に反対方向に起こる。表皮が駆動力である

可能性があるが、筋肉の影響も考慮する必要がある。また、ねじれが生じるタイミングでカルシウムが上昇す

ることが観察されているため、カルシウムの上昇がスリップしやすさやAP軸の幅に影響を与える可能性があ
る。現在このスリッピングとねじれとの関係を解析している。

日本発生生物学会第58回大会７月１３日

○ なし / No.  　 ● あり / Yes.

1 人 / students.
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and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
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共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.
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研究会 
 
24NIBB801 ミクロ研究とマクロ研究を繋ぐ双方向的な基礎生物学研究の基盤形成: 行動
学を軸とするアプローチ 
    西海 望 生命創成探究センター神経ネットワーク創発研究グループ 
 
24NIBB802 Looking back of studies on planarian regeneration and future directions 
 梅園 良彦 兵庫県立大学理学部 
 
24NIBB803 第二回 盗機能研究会「リユース生物学の展開」 
 前田 太郎 慶應大学先端生命科学研究所 
 
24NIBB804 超階層生物学シンポジウム  
Section A：ゲノムから生物形態までの研究階層を超えた理解 
 佐藤 伸 岡山大学環境自然科学 
 
24NIBB805 多様な繁殖行動とその分子神経基盤から探る進化 
 安齋 賢 岡山大学理学部附属臨海実験所 
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